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　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様方には、平成 23 年の新春を健やかに迎えられましたことを心よりお喜び申
し上げます。旧年中は、大阪ビルメンテナンス協会の事業運営に深いご理解とご支援を
賜り厚く御礼申し上げます。
　大阪府並びに大阪市をはじめとする関係監督諸官庁におかれましては、当協会に対し
一方ならぬご指導ご鞭撻を賜っており、厚く感謝申し上げます。
　さて、一連の公益法人改革を受け、全国ビルメンテナンス協会は「公益社団法人」
の移行認定待ちの状態にあります。一方、当協会は「一般社団法人」への移行認可
を申請しており、最終的な調整段階に入っておりますが、認可されますと、公益事業とあ
わせて、会員の皆様方のための共益事業の大幅な拡充を図ることができることになります。
当協会と致しましては、こうした事業内容の変更を基に、一層の発展を図って参りたいと
存じます。
　昨年は、参議院選挙の結果等により、政治状況が大きく変化する中、尖閣諸島問題
や北朝鮮による砲撃問題など国際情勢をみましても激動の年でありました。経済情勢に
つきましても、景気はデフレ傾向が続く中、足踏み状態を続けておりますが、海外経済の
改善や各種の政策効果などを背景に、今後持ち直していくことが期待されます。
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　しかしながら、ビルメンテナンス業界を取り巻く情勢は、行財政改革の一層の進展や、
深刻な経済情勢を受けた各企業の経営状態等の影響により、一段と厳しさを増していく
ものと考えられます。
　こうした中、当協会におきましては、会員企業の経営体質の強化に努めるとともに、経
営状況の改善を図るため、かねてから行政に対し入札制度の改善等を要請致しておりま
したが、引き続き、契約窓口の一本化、総合評価制度の改善、複数年契約制度の導入、
指定管理者制度運用の改善などを強く要請致して参りたいと考えております。
　大阪府においては、昨年４月に障がい者雇用の促進等を目的として、大阪府障害者
の雇用の促進等と就労の支援に関する条例 (いわゆる「ハートフル条例」)が施行され
ました。当協会と致しましても、障がい者雇用の促進、環境問題への取組等の社会貢
献事業につきましては、行政、関係団体等と連携を密にしながら、引き続き積極的に取り
組んで参りたいと考えておりますので、よろしくご理解、ご協力をいただきますようお願い申
し上げます。
　また昨年１２月には、近畿２府５県で構成される関西広域連合が発足するなど、災害、
観光等の広域対応の体制が強化されることとなりましたが、地震等の大規模災害発生時
には、当協会としても、行政に積極的に協力すべく避難所等の清掃、衛生管理業務処
理に関する「協定の締結」等についても積極的に取り組んで参りたいと考えております。
　こうした取組みにつきまして、会員の皆様方におかれましては、よろしくご理解いただき、
一層のご協力をお願いするとともに、行政各位におかれましては、倍旧のご支援・ご鞭
撻を賜りますよう心からお願い申し上げます。
　結びに当たり、皆様方のますますのご発展、ご健勝をお祈り致しまして、年頭のご挨
拶とさせていただきます。　
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　新年あけましておめでとうございます。
　本年は、大阪の将来を見据えた次なる第一歩を踏み出す時と考えています。徹底し
た改革を断行しつつ、あくまでも財政規律を堅持する。その上で、大阪の都市魅力の
創造、大阪の成長に向け財源の重点配分を行い、「改革」と「成長」を府政の両輪と
して運営していきます。

　特に、力を注ぎたいのが、大阪の成長です。アジアを中心とする新興国の経済が急
速な成長を遂げているなか、都市間競争にうち勝つためには、大阪の再生を図り、日本
全体の「成長」エンジンとしての役割を発揮させることが不可欠です。現状としっかり向
き合い、成長の道筋を描くため、「大阪の成長戦略」を策定しました。
　今後１０年間の目標を掲げ、「環境や新エネルギー等の高い技術力を活かし、さらなる
『高付加価値を創造する都市（ハイエンド都市）』」と「阪神港と関西国際空港を活用し、
アジアと日本各地を結び『集積・交流・分配機能を発揮する都市（中継都市）』」を目
指します。

　こうした戦略を実現するためには、大阪産業の要である中小企業の振興が重要なカギ

新年あけましておめでとうございます

大阪府知事　橋 下　徹

新年のごあいさつ

関西広域連合を国の権限移譲の受け皿として
最大限に活用し
地域主権改革を大きく進める年に
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です。「グローバル化」は、もはや避けられない流れです。中小企業の皆様には、自ら
の強みを再認識し、技術を活かして新たな分野に果敢に挑戦するとともに、海外にもっと
目を向けていただきたいのです。
　大阪府では、ものづくり総合支援拠点として「ものづくりビジネスセンター大阪」をスタ
ートさせています。
　また、府立産業技術総合研究所もお手伝いし、「新分野に打って出る」「海外に打っ
て出る」中小企業の皆様を大いに応援していきたいと考えています。

　もう一つ、「教育」。未来への投資です。私は、子どもたちへの教育に徹底してこだ
わってきました。議会の議決をいただければ、この春の入試から、私立高校等の授業料
無償化を年収６１０万円未満世帯まで拡充します。
　また、年収８００万円未満世帯についても、保護者負担が 10 万円に収まります。これ
により、全体の７割の子どもたちにとって中学校卒業段階での学校選択の幅が格段に広
がることになります。これは、他府県に例のない大規模な支援策です。大阪全体の底上
げにつなげたいというのが、私の思いです。

　昨年１２月、関西広域連合が始動しました。国の権限移譲の受け皿として最大限に活
用し、本年を、地域主権改革を大きく進める年にできればと考えます。
　皆様の一層のご理解とご協力をお願いしますとともに、本年が実り多いすばらしい年と
なりますよう心からお祈りします。
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　あけましておめでとうございます。
　社団法人大阪ビルメンテナンス協会の皆様方には、お健やかに新年をお迎えのことと
心からお喜び申しあげます。また、平素から大阪市政の各般にわたり格段のご理解、ご
協力を賜り、厚くお礼申しあげます。
　大都市、特に、大阪市のように面積が小さく、人口密度も高い都市では、限られた土
地を有効に活用する都市インフラとして、ビルが大きな役割を果たしております。また、ビ
ルの大型化や高層化、複合化に伴って、ビルメンテナンスに求められるニーズも高度化、
多様化し、衛生的で快適な環境を確保するために、皆様方の活動がますます重要にな
っております。梶山会長をはじめ、皆様方のご尽力に深く敬意を表しますとともに、今後
一層のご活躍を期待申しあげます。
　大阪市では、大阪駅北地区を「知の集積エリア」、臨海部を「知の実践エリア」と
位置づけ、この２つを成長戦略拠点として、成長著しいアジア市場を見据えて次世代産
業のさらなる集積を図り、新産業を創出することによって、将来の大阪・関西、ひいては
日本の経済を牽引していくまちづくりに取り組んでおります。また、こうした大規模開発の
ほか、中之島や大阪城エリアの活性化を進めるなど、都市魅力の創造にも力を注いでお
ります。

あけましておめでとうございます

大阪市長　平 松　邦 夫

新年のごあいさつ

未来への投資を積極的に進めてまいります、
皆様方の一層のお力添えを
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　本年も、この大阪が、将来にわたって「いちばん住みたいまち」、「文化が薫る都市
格を備えたまち」として発展を続けていけるよう、地域から市政を変えるという視点での新
しい市政改革に取り組むとともに、「集客・観光」、「環境・エネルギー」、「健康・医療」、
「クリエイティブ・デザイン」の４つの重点戦略分野の振興を図るなど、未来への投資を
積極的に進めてまいりますので、皆様方の一層のお力添えを賜りますようお願い申しあげ
ます。
　年頭にあたり、社団法人大阪ビルメンテナンス協会のますますのご発展と、会員の皆
様方のご健勝、ご多幸を心からお祈り申しあげまして、ごあいさつといたします。
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大 阪 を 盛り上 げ る

皆様方はどのように新しい年をお迎えになりましたか。清々しくといきたいですが、時
節柄違ったという方も多いのではないでしょうか。でも、こんな時だからこそ、少し夢が
ある話など如何ですか。夢といっても、初夢のように寝ながら自然にみるものではなく、
かなり難しいが将来こうなりたいと考える夢の方です。　
これは、実現に相当な工夫や努力が必要なものですが、私たちの街で現在進められてい
る数々のプロジェクトも、大きな夢に向かってそれぞれの階段を懸命に駆け上がっている
ところです。ここでのご紹介は、オフィスビル、駅、空港、ホテル、また文化活動等、取
り上げている分野は異なりますが、何れも最終的な目的は同じです。つまり、多くの人を
惹きつけてやまない魅力溢れる街、全世界から人々が集う活気溢れる街、そして、この街
を日本の中心に、世界中の誰もが憧れる大阪に、という大きな夢につながることで共通し
ています。　
国内的には東京への一極集中、更に、近隣諸国の急激な経済発展等も相俟って、私たち
の街の活力低下について認めざるを得ない現況です。しかし、大阪は未来に向かって着実
に生まれ変わろうとしています。今、この街のあちらこちらから聞こえてくる音、例えば、
ビル建設で鉄骨を組み立てている音はその胎動といえます。耳を済ませてそれを感じなが
ら、この特集を読んで下さい。そして明るい未来を想って下さい。　
それでは、今年一年、この街で夢を持ちながら、それに向かって元気に頑張りましょう。
盛り上げまっせ！大阪
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大阪を盛り上げる未来予想図

大阪は、まち全体がミュージアム

　京都や奈良といえば “ 古都 ”、神戸といえば “ 港
まち”というように、すぐにその都市をイメージす
る言葉が浮かびますが、大阪はというと、歴史
的なまちなみや豊かなみどり・自然など、魅力的
な地域資源がたくさんありすぎて、かえって統一
した都市のイメージを思い描きにくくなっていま
す。そこで、大阪のまちは「ミュージアム」のように、
様 な々魅力がたくさんあるということを都市イメー
ジとして内外に発信するとともに、地域住民が主
体となって、市町村や企業・団体なども連携・協
力し、まちの魅力づくりを図り、みんなで『「明る
く」「楽しく」「わくわく」するまち・大阪』を実
現するための府民運動。これが「大阪ミュージア
ム構想」です。

「おおさかカンヴァス推進事業」が
実施されます！

　「大阪ミュージアム構想」のもと、昨年度から
知事重点事業の一つとしてスタートした「おおさ

かカンヴァス推進事業」は、おおさかのまち全体
をアーティストの作品発表の場として全面的に開
放し、アーティストの自由な発想と感性、創作意
欲を大阪で実現してもらう事業です。普段利用
することが難しい河川や道路といった公共的な空
間をアーティストの発表の場として活用し、大阪
の新たな都市魅力を創造・発信すること、公共
空間とアートのコラボレーションによって、都市や
地域の新たな魅力を発見・発信すること、アーティ
ストがアイデアと想いを実現できる機会を創出す
ることを目的としています。

～おおさかのまちに多彩なアート作品が出現
　制作される作品として、172 件の応募の中から
審査によって 21 作品が選考されており、ウォー
ルペイント、本物の車を利用したプロレスラーの
巨大オブジェ、大型クレーンを使って船舶や大
阪府ゆかりの家電製品を吊り下げる立体作品、
巨大紙相撲を使って地域住民と連携して行う
ワークショップ、淀川のゴミや漂流物を利用した
魚のオブジェ、支援学校卒業生が描いたジャン
ボジェットなど多彩な作品が含まれています。単

みんなでつくろう！

「明るく」「楽しく」「わくわく」する街
大阪

大阪府府民文化部都市魅力創造局
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大阪を盛り上げる未来予想図

に出来上がった作品を鑑賞するだけでなく、多
くの方にも参加いただきながら作り上げて行くよ
うな作品が含まれています。先に選考された 21
作品以外に、ＥＶ（電気自動車）タクシーのラッ
ピングデザインや、木津川の護岸壁に作品を描
く「木津川ウォールペイント2010」（現在募集中）
も予定しています。昨年 12 月
には、先行する作品の発表が
行われ、住之江区北加賀屋
の名村造船跡地付近の防潮堤
に、ギリシャ生まれで現在アメ
リカ等で活躍しているアーティ
ストb.（ビードット）による作品
が展示されています。
　気候が穏やかになる 3月を
集中展示期間として設定し、
大阪府咲洲庁舎（WTC）、関
西国際空港、府営公園などで
作品展示を行う予定で、現在、
アーティストが精力的に作品制
作に取り組んでいます。

～世界中からクリエーターが集まる
　デザイン都市大阪を目指して

「おおさかカンヴァス推進事業」は公共空間でアー
ト作品の展示を行うイベント的なイメージが強い
ですが、単なるイベントとして終わらせることなく、
今後、アート作品を活用したまちづくりにつなげて
いけるような事業展開を検討しています。
　昨年、「おおさかカンヴァス推進事業」の関連
事業として、木津川の遊歩道整備のアイデアを募
集する「木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ」

が実施され、デザイン面を重視した新しい公共
事業の実施体制を作り出すための社会実験が進
められています。
　カンヴァス事業の実施を通じて、アーティスト
が大阪のまちを活動の場として選択し、大阪のま
ちに集まってくるような仕組みづくりを行い、世界

中からクリエーターが集まるデ
ザイン都市を目指して関連事業
を推進していく予定としていま
す。
　大阪府民の皆さんはもちろ
ん、大阪を訪れる多くの方々
に、大阪のまちに出現する多
彩なアート作品を身近にご覧い
ただけるよう取り組んでいきま
す。作品の具体的な内容やス
ケジュールについては、「おお
さかカンヴァス推進事業」の
ホームページで随時更新してい
ます。

大阪ミュージアム基金を財源に、
地域の魅力づくりを支援

　大阪ミュージアム構想では、皆様からの寄附を
「大阪ミュージアム基金」に積み立て、これを財
源に、市町村を通じて地域における自主的な魅
力づくり活動の支援に活用させていただいていま
す。例えば、千早赤阪村「下赤阪の棚田」ライト

展示予定場所　関西国際空港

展示予定場所　大阪府咲洲庁舎

おおさかカンヴァス 検　索
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大阪を盛り上げる未来予想図

アップイベント（写真）のための灯篭（2000 個）
や来場者用のバイオトイレの設置など、継続的に
活用していただける備品等の費用の一部を基金
から支援させていただいています。

発信。発見、共に動く。
「大阪 魅力革命スタート」

　大阪ミュージアム構想がスタートして実質 3 年
目を迎える今年は、さらなるステップアップを目
指した取組みを進めます。地域の魅力を点から
線に結びつけるため、様 な々スポットを巡るコー
スを設定し、より多くの方に大阪の魅力の楽しみ
方を提案します。また、府民の皆さんが撮影し
た写真や動画を活用するなど、府民参加型の魅

力発信にも取り組んでいきます。
　さらに、今年 10 月30 日には「第 1 回大阪マ
ラソン」を行います。最大 3 万人の市民ランナー
が大阪城公園前をスタートし、途中、御堂筋や
中之島をはじめ大阪の観光名所を駆け抜け、ゴー
ルのインテックス大阪を目指します。
　今年も「大阪は、まち全体がミュージアム！」。
さまざまな出会いと感動が待っています。
　大阪ミュージアム構想ホームページでは、大阪
の魅力・情報を発信しています。皆さんが主催す
るまちの魅力発信イベントなども投稿していただ
けますので、ぜひご利用ください！

大阪ミュージアム 検　索

～　あなたのご寄附によって「大阪の魅力づくり」が支えられています！
　　　　　　　　　　　　                      大阪ミュージアム基金にご協力をお願いします　～　
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大阪を盛り上げる未来予想図

～生まれ変わる大阪の玄関口～
大阪駅開発プロジェクト　

大阪ターミナルビル株式会社　企画部次長

山本　靖一郎

大阪駅北地区は「都心に残された最後の一等地」
として、関西再生をリードする新しい拠点として位
置付けられ、平成 15 年 10 月にまちづくりの基本
構想を示す「大阪駅北地区全体構想」が大阪
市より発表された。
　この地区の整備に先駆け、大阪駅を将来に渡っ
て「大阪の玄関口」としてふさわしいターミナル
拠点として整備すべく、JR 西日本と当社は平成
15 年 12 月に「抜本的な駅改良」「通路・広場
の整備」「新北ビル開発」を柱とする大阪駅開
発の基本計画を発表した。また、これに続き平成
17 年 12 月には大阪駅の南の玄関口として、「アク

ティ大阪増築」を含む大阪駅南側の整備につい
ても発表した。
　平成 22 年１月には、新北ビルの名称を「ノー
スゲートビルディング」（以下「NGB」とする。）、
増築をするアクティ大阪を「サウスゲートビルディン
グ」（以下「SGB」とする。）と変更することとし、
この２つと大阪駅を含むエリアを「大阪ステーショ
ンシティ」とすることを発表した。
　平成 16 年に駅改良工事、平成 18 年にNGB
の工事、平成 19 年には SGB の増築工事に着手
し、平成 23 年５月の開業に向けて準備を進めて
いる。

大阪ステーションシティ全景

サウスゲート
ビルディング

ドーム大屋根

ノースゲート
ビルディング
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大阪を盛り上げる未来予想図

1. 抜本的な駅改良
　大阪駅は、現在、1日の電車の発着が 1500 本、
乗降でご利用されるお客様が約 85 万人あり、こ
れに大阪駅北地区開発を含む長期的な周辺整備
も考慮して、混雑緩和、利便性向上、バリアフリー
化、サービス向上という観点で駅の大改良を行っ
た。駅の中央部には橋上駅舎を新設し、列車乗
換えの混雑緩和を図ると共に、これまで 1 階にし
かなかった大阪駅北地区と南地区との連絡通路
を新たに上空レベルで設置し、円滑なアクセスルー
トを整備する。ホーム上には東西方向 180m、南
北方向に100m のドーム屋根を新設し、ビルを含
む大阪駅全体が連続する一つの空間と認識され
る、魅力ある空間を創出している。
　またこれに併せ、御堂筋口（東口）のコンコー
スのフラット化、コンコースの拡幅、エスカレータ・
エレベータの増設を行うことにより、快適な駅空間
の創出を図っている。

2. 通路・広場の整備
　橋上駅の新設にあわせて大阪駅北地区と南地
区をつなぐ新たなルートが確保されることで、いわ
ゆるデッキレベルでの回遊性が新たに出現すること

となり、周辺の既存歩行者デッキや、今後整備さ
れるであろう大阪駅北地区の歩行者デッキと有機
的に結合し、「まち」として機能することを期待し
ている。また、地下鉄や阪急電鉄との連絡通路も
拡充する計画としており、更なる回遊性の向上に
期待する。
　大阪ステーションシティには、８箇所の広場を設
け、「水」「緑」「エコ」「情報」を共通テーマ
にさまざまな特徴を持たせ、人々が集い、楽しみ、 
憩うことのできる空間を作っている。
　広場の監修には、工業デザイナー水戸岡鋭治
先生を起用している。

（1）アトリウム広場：大阪駅北地区への正面玄
関となる壮大な吹き抜けを持つ広場

（2）時空（とき）の広場：橋上駅屋上の広場で、
鉄道をジオラマのように眺められると共にドー
ム空間を体感できる広場

（3）カリヨン広場：阪急との結節点となり、音楽
を奏でる鐘楼時計「カリヨン」を設置した新
しい東の顔となる広場

（4）南ゲート広場：壁面には「水時計」、吹き
抜け内のガラス屋根にはソーラーパネルを設
置した新しい南の玄関口となる広場

（5）太陽の広場：ソーラー発電の照明など環境
に配慮したスペイン風中庭（パティオ）のエッ
センスを取り入れた広場

（6）和（和
やわ

らぎ）の庭：桜・松・楓などを使って
日本伝統の美の手法を和モダンの「庭」と
して取り入れた空間

大阪ステーションシティーの連絡通路
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大阪を盛り上げる未来予想図

（7）風の広場：広場を流れる水のせせらぎの音、
風のモニュメントなど、休息を愉しめる憩い
の空間

（8）天空の農園：大阪駅の直上で、土に触れ、
作物を育てることができる広場

3.  NGB
　NGB は、延床面積約 21 万㎡、高さ高層棟約
150 ｍ、低層棟約 80m、東西の長さ約 250m、
幅約 35 ｍ～ 70 ｍの大規模複合建築物である。
低層棟はこの中央アトリウムを挟んで西側に㈱ジェ

イアール西日本伊勢丹の運営する百貨店、東側
に JR 西日本 SC 開発㈱の運営する200 店規模
の専門店を配置している。低層棟の最上部に当
たる11 ～ 13 階には、松竹㈱・TOHOシネマズ㈱・
㈱ティ・ジョイの 3 社による12スクリーン、約 2500
席を持つシネマコンプレックス、㈱コナミスポーツ＆
ライフの運営するフィットネスクラブ、並びにオフィ
スのサポート機能として旅行社、コンビニ、カフェ、
託児所のある「サポート・プラザ」を配した。
　また、高層棟のオフィスには、伊藤忠商事㈱を

はじめとする複数の会社に入居
していただくこととなった。
　最上階には、㈱エスクリが運
営するレストランウエディングも可
能な高級レストランを配している。
　デザイン面では、駅やまちへ
の入口を象徴するゲートとして、
また、地域のランドマークとして
認識していただけることを期待
し、駅の持つ「重厚さ」や「普

広場の配置

NGB

NGBのテナント配置

トップレストラン

オフィス

サポートプラザ

百貨店専門店

シネコン

14



大阪を盛り上げる未来予想図

れ、利用者にとって便
利で快適な空間が出
来上がる。
　今回の増築にあわ
せて、既存部分につ
いても大規模リニュー
アルを行っている。店
舗を拡張する大丸梅
田店については、営
業を行いながらの数フ
ロア単位で一定期間
休業し、リニューアル
を行って、改装が完了
したフロアから順次営
業を再開している。ま
た、ホテルや飲食フロ

ア、クリニックについてもリニューアルを推し進めて
いる。
　そして増築をあわせた開業を平成 23 年 3 月に
予定している。

おわりに
　大阪ステーションシティは、賑わいを創出し、大
阪の活性化を目指しているだけではなく、ドーム屋
根に流れる雨水の利用、太陽光や風力などの利
用、ドライミストの採用など環境への取り組みも行っ
ています。
　平成 23 年５月に、「大阪駅」が「まち」となる
大阪ステーションシティの開業にご期待ください。

遍性」、人が集う「賑わい」が共生するデザイン
を追求している。

4.  SGB
　増築部分の延床面積は約 3 万 5 千㎡（既存
部分 13 万 8 千㎡）あり、下層階が広場・歩行者ネッ
トワークの充実、地下・上層階は㈱大丸が運営
する百貨店売場の拡大を行っている。大阪駅南
口の新たな顔づくりとして、学識経験者のご意見
も頂きながら、都市景観としてのデザインスタディ
を行ってきた経緯がある。1 ～ 3 階が主に「人の
広場」空間と歩行者デッキとして整備されるため、
既存の歩道橋や地下街との接続が大いに改善さ

OSAKA

SGB
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大阪を盛り上げる未来予想図

　大阪・中之島のほぼ中央でいま、「中之島フェ
スティバルタワー」の建設が２０１２年秋の竣工
をめざして進んでいます。完成すれば、地上３９
階（うち塔屋２階）、高さ２００ｍの超高層ビル
で、「島内」で一番のノッポビルになります。市
民に５０年間にわたって愛され、計約４０００万
人を集めたフェスティバルホールが同じ２７００席
のホールとしてよみがえり、さらに最先端の環境
技術や最強の耐震性を誇る「未来型」のビルと
なる予定です。
　中之島はこれまでも、日本や大阪の産業、情報、
文化の最先端を担ってきた地域です。その地域
がいま、再び未来に向けて大きく生まれ変わろう
としています。
　江戸時代、中之島周辺には、全国の藩が蔵
屋敷を構えていました。全国から米や産物が船
で運び込まれ、再び各地に運び出されていく。
まさに物流の拠点だったわけです。堂島では、
米の先物取引が行われており、各地の情報、と
りわけ米の作況につながる情報は、競ってもた
らされました。モノ、カネ、そして最新情報の集
積地だったわけです。
　1879 年、京町堀で産声を上げた朝日新聞社
は、６年後に中之島の旧宇和島藩の蔵屋敷跡に
社屋を移します。以後、約１３０年間にわたって
世界中の情報がここに集まり、世界に発信されま
した。さらに文化発信にも乗り出します。その象
徴が、「中之島フェスティバルタワー」の前身であ
る「新朝日ビル」でした。竣工したのは１９５８年。
１３階建てで、高さ４５ｍは当時日本で最も高い

大 阪

ビルでした。ビル内には、情報発信の最先端で
あった放送局（ＡＢＣ）のほか、フェスティバル
ホール、リサイタルホールのふたつのホールとホ
テル、そしてオフィスと、当時の最新鋭の都市機
能が集中していました。
　フェスティバルホールでは毎年、大阪国際フェ
スティバルが開かれ、世界中から一流のオーケス
トラやオペラが来日、国民にすばらしい演奏や
演劇を紹介しました。また、屋上のヘリポートか
ら、ヘリコプターが離発着する。「未来都市」を
彷彿とさせた一角でした。
　その地に誕生する「中之島フェスティバルタ
ワー」は、国内トップクラスの耐震性能をそなえ、「環
境」「地域」「身
障者や女性」にや
さしいという、未来
社会のニーズに可
能な限り応える最
新鋭のビルとして、
お目見えします。
　環境面では、南
北をふたつの川に
はさまれているとい
う特殊な立地を活
かし、川から取水
した水の水温を利
用して空調を行うこ
となどで、CO2 を
通常のビルの 6 割
に削減します。国

躍動！大阪

中之島フェスティバルタワーとその界隈
朝日新聞大阪中之島新ビル建設室長

伊藤　裕章

2012 年秋竣工予定の
中之島フェスティバルタワー
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大阪を盛り上げる未来予想図

土交通省の省 CO2

推進モデル事業に
も選ばれました。大
型の賃貸オフィスと
しては初めて、全
館にＬＥＤ照明を導
入、 さらなる CO2

削減をめざします。
　地域への貢献と
しては、西地区に
建設する２棟目ビル
に、災害時に市民
向けに提供する食
料品の備蓄庫を設
置。400 台 の駐 車
場も設けます。
　身障者向けには、
地下に公共用のエレ
ベーターを設置し、
車いすのお客様が地下鉄四つ橋線肥後橋駅から
京阪中之島線渡辺橋駅まで移動できるようにす
るほか、ビル内も身障者用トイレや車椅子が通
れる広い通路を確保、大阪で初のバリアフリー
適用ビルとなります。ホールの女子トイレをいまの
３倍にするほか、託児所をもうけるなど女性にや
さしいビルもめざします。
　中之島は、市民のアンケートで「遠方からのお
客様を連れて行きたい場所」ナンバー１に選ばれた
地区です。国立国際美術館、大阪市立科学館、東
洋陶磁博物館や、朝日新聞社、朝日放送（対岸）、
さらに大阪市役所、日銀大阪支店など、まさに
大阪を代表する文化・情報・政策の発信拠点です。
しかも、中之島公会堂、中之島図書館など、大
阪が東洋一の都市だったころの面影を残す趣の
ある建物も残され、少しおすましした「大阪らし
くない」空間を構成しています。その辺りが、ア
ンケート結果につながったのでしょう。
京阪電鉄中之島線開通に伴って、島内の護岸の

整備が進み、島の東端の中之島公園は、バラ園、
噴水をそなえた美しい広場に生まれ変わりまし
た。大川が堂島川、土佐堀川に分かれる広い水
面と、それにつらなるいくつもの美しい石橋、そ
れに桜の名所でもある大川沿いの緑の風景が一
体となって、どこか欧州を思わせる雰囲気を醸し
出しています。
　日本有数の物流拠点から、情報・文化の発信
拠点へと変身した中之島が今、環境や地域社会
に配慮し、多くのひとびとが集う「癒し」の都市
空間へと変貌しようとしています。われわれは中
之島を旧淀川に浮かぶ船にみたて、本プロジェク
トを大阪を未来へつなげる旗艦、「フラッグシッ
プ」と呼んでいます。
　大阪、そして日本の進むべき未来を指し示す
街に変貌させたい。そんな思いで建設に取り組
んでいます。ぜひご期待ください。

2012 年秋竣工予定の中之島フェスティバルタワー（手前）。
奥は 2018 年頃竣工予定の西地区
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大 阪

対策が必要となっていた。
　また、アベノ・天王寺ターミナル自体についても、
交通利便性の高さや多彩な表情といった特長を
持つものの、キタ、ミナミと比較すると「業務機能」
や「宿泊機能」といった都市機能の面で遅れを
とっており、エリア間競争の中で更なるポテンシャ
ルアップが必要となっていた。
　こうした状況の中、当社では、百貨店の老朽
化した部分を建替え、増床することとし、アベノ・
天王寺エリアの持つ「強み」である「商業機能」
を強化するのはもとより、さらに「業務機能」、「宿
泊機能」といったアベノ・天王寺エリアの「弱み」
を補い、また美術館や展望台といった「文化娯楽」
機能をも付加した、高さ日本一、地上３００ｍの
超高層複合ビル計画「阿部野橋ターミナルビル整
備計画」（2014 年春竣工予定）を策定した。
　まず百貨店は、地下２階から地上１４階までと
し、建替えない既存部分とあわせて営業面積が
約１０万㎡、単店舗では日本一広い百貨店として
生まれ変わる。この日本最大の面積を生かし、来
店されるすべてのお客様のご要望に応えられる最
新の「都心型複合百貨店」を目指すとともに、店
舗内にはダイナミックな吹き抜け空間や憩いのス
ペースを配し、お客様がゆったりと過ごせる最新
の店舗環境を創出する。
　次に、中層部分に位置するのは「業務機能」
としてのオフィスであり、１７・１８階および２１階
から３６階の計１８フロア、延床面積約６２，０００
㎡、貸床で１１，０００坪を超えるインパクトのあ

躍動！大阪

動き出すアベノ・天王寺

新しくなる南の玄関口

近畿日本鉄道株式会社

　現在、当社が建替えを進めている「阿部野橋
ターミナルビル」が位置するアベノ・天王寺は、１
日の乗降人員が約８０万人を数え、４社７路線が
集中する大阪第３のターミナルである。「大阪の南
の玄関口」とのイメージが強く、実際に大阪南部、
奈良、和歌山方面から大阪中心部への結節点と
なっているが、新大阪に約２０分、大阪空港（伊
丹）にも約３０分で直結しており、各方面にバラ
ンスの取れた利便性の高いターミナルであると言
える。
　このエリアの特徴としては、古代より文化が栄
えた「上町台地」に位置し、日本最古の寺と呼
ばれる「四天王寺」を始めとする数多くの寺院や
史跡、さらには大阪市立美術館などの文化施設
に代表される「文化歴史」が色濃く残るエリアで
あるとともに、天王寺公園や天王寺動物園に見ら
れるように、大阪においてはしっかりと「緑」の
残るエリアでもある。
　また、数多くの新しい商業施設が集積している
とともに医療施設、文教施設なども充実した、非
常に「暮らし」やすいエリアでもある。
　当社はこのアベノ・天王寺エリアにおいて、長年、
鉄道と百貨店を中心とした企業活動を続けてきた
が、その一翼を担ってきた近鉄百貨店阿部野本
店について、建物の老朽化や度重なる増築によ
る店舗配置の分かりにくさといった問題が顕在化
し、今後の百貨店競争時代を考えると抜本的な
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大阪を盛り上げる未来予想図

る計画としている。最先端設備を導入するほか、
ビル内に吹抜状のボイドを設け、夜間の外気や
自然光を取り入れ、冷房負荷や照明電力の低減
を図るなど、環境に配慮した設計としている。
　高層部は「宿泊機能」としてのホテルを設ける。
１９・２０階、３８階から５５階および５７階の計
２１フロア、レストランのほか約４００室の客室を
配し、１室あたり４０㎡程度と広めの客室設定と
なっている。大阪で最も高層に位置するホテルで
あり、関西国際空港からのアクセスの良さを活か
し、海外からのインバウンドにも対応できるよう、

外資系ブランドとの提携を視野に検討を進めてい
る。
　このほか、１６階部分には当社がこれまで美
術館運営をしてきた実績を活かし、新たな「都市
型美術館」を導入するとともに、大規模な屋上
庭園を設置し、多くの方 に々気軽に立ち寄ってい
ただける空間を創出する。さらには、ビル最上
部の５８階から６０階には展望台を設置し、地上
３００ｍの高さから３６０度のパノラマビューを楽
しんでいただくとともに、一部を屋外とし、外気
を体感できる空間とするなど、大阪の新名所とな
るよう計画を進めている。
　この計画は、現在不足している都市機能の充
足やビルを介したエリアの回遊性向上というハー
ド面と、日本一の高さというインパクトによる情
報発信力の向上というソフト面の両面においてポ
テンシャルアップを図ることを目的としたものであ
る。
　さらに、このアベノ・天王寺エリアでは当社の
計画だけにとどまらず、エリアの西側で昭和５０
年以降、大阪市による大規模な再開発事業が行
われており、事業の最終段階として、大阪府下最
大級の商業施設が本年春に誕生する予定であり、
ますます生活利便性が高まることが予想される。
また、再開発事業では歩道橋の架け替えほか、
道路の拡幅工事なども予定されており、本年春
の商業施設開業を皮切りに、アベノ・天王寺エリ
アが大きく変貌を遂げていくことになる。
　当社の役割は、これらの計画が互いに相乗効
果を発揮し、これまでにないアベノ・天王寺エリ
アの新しい価値を創造するよう各事業者との協力
を図るとともに、同エリアが持つ「文化歴史」「暮
らし」「緑」といったエリア本来の価値と融合する
ことで、キタ・ミナミとは異なる個性的なターミナ
ルとして、大きく発展させていくことである。その
ためにも、地元および行政とも一体となって、より
良いアベノ・天王寺エリアの創造に努めていきた
い。

新しい南の玄関口、阿部野橋ターミナルビル
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大阪を盛り上げる未来予想図

　関西国際空港は 1994 年 9月の開港以来、17
年間大きな事故もなく、空港運営事業を続けて
まいりました。これも皆様方のご支援のおかげ
であると、心より感謝申し上げます。
　2007 年 8 月に第 2 滑走路がオープンし、関
空は日本で唯一の 4,000m 級の長大滑走路を 2
本持つ「完全 24 時間空港」となりました。2010
年に入って中国人を中心に元気なアジアから多く
の外国人のお客様に関空をご利用いただき、需
要の回復傾向が顕著になってまいりました。とり
わけ国際線外国人旅客数については、2010 年
度上半期の実績が開港以来過去最高となりまし
た。
　東アジアにおける経済発展を背景に、東アジ
アの国際空港との間の競争はますます激しくなっ
てきております。このような状況の中で、関空の
ポテンシャルを最大に活かしつつ、国際競争力
を高めることが当社の使命だと認識しています。
　関空のポテンシャルは、具体的に 3 つ挙げる

ことができます。
　まず第 1に、4,000m 級複数滑走路を持つ、
日本で唯一の完全 24 時間空港であるということ
です。第 2 に、騒音公害のない環境に秀でた空
港であること、そして第 3 に、経済成長が著し
い中国・アジアと近いという地理的条件に恵まれ
ており、歴史・文化的にも緊密な関係にあるとい
うことです。

─立地を活かしたゲートウェイとしての関西国際空港─
元気なアジアの活力をとりこむ

関西国際空港株式会社

代表取締役社長  福島 伸一
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　また、後背地としての関西にも強みがありま
す。関西は韓国やオーストラリアなどの一国分に
相当する経済規模を有しており、元気なグローバ
ル企業や多数の大学・研究機関が立地していま
す。さらに、関西は観光資源も豊富で、全国の
国宝の6割、重要文化財の5割が関西にあります。

また、5 つの世界遺産もあります。
　今後の当社の取り組みについては、以
下の 3 点を中心に注力していきたいと考
えています。まず１つは「LCC（ロー・コ
スト・キャリア）の誘致とともに、中国を
中心としたインバウンドの強化・拡大」で
す。次に、「商業事業収入の拡大」、最
後に「特徴を活かした新たな貨物戦略」
です。
　元気なアジアの活力を関空に取り込む
ために、海外で既に重要な役割を果たし
ているLCC に注目しています。関空にも
現在、外国の LCC５社が８路線に就航
いただいています。
　LCC は従来のフルサービスエアライン
よりも圧倒的な低運賃を実現し、これま
で飛行機に乗らなかった新たな層の需要
を開拓しています。関空に就航している
LCCも多くの外国人のお客様にご利用い
ただいています。
　日本では、海外と比べて高い空港使
用料などの要因もあり、本格的な LCC
はこれまで成立していませんでした。

ANAと香港の投資会社が出資する日本で初め
ての本格的な LCC が、関空を拠点として本年に
就航していただくこととなりました。これも関空
のポテンシャルである関西の後背経済圏の規模

KIXエアサイドアベニュー
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大 阪

や関空の完全 24 時間運用が評価されたと伺っ
ています。拠点化については当社としても大変嬉
しく、ありがたいと考えており、LCC 専用ターミ
ナルの整備について、新会社と協議の上、スピー
ド感を持って対応していく所存です。
　旅客サービス面においては、旅客ターミナルビ
ルの国際線出国エリア（免税店エリア）を1994
年の開港後、初めての大幅な増床工事を伴う大
規模な再開発を行い、昨年 3月に「KIXエアサ
イドアベニュー」としてグランドオープンしました。
完全 24 時間運用の空港として、深夜便や乗り継
ぎ便のお客様のニーズに対応するリフレッシュ施
設や、日本の空港初出店の免税店をはじめ、日
本人のお客様はもちろん、外国人のお客様にも
ご満足いただける数多くの商業施設を拡張・充
実させました。
　空港は、日本や世界の人たちが行き交うわく
わくするプラットフォームです。お客様が関空に
来られて、「楽しいな」「ぜひもう一度来よう」と
思っていただけるように「おもてなしの心」を持ち、
今後も国際拠点空港にふさわしい空間づくりに
努めてまいります。
　貨物の強みについては、関空が立地する大阪
湾周辺が「パネルベイ」、「グリーンベイ」など
と呼ばれるように、プラズマ・液晶ディスプレイ、
リチウム電池や太陽電池などの大規模工場の集
積が進んでおり、航空貨物の需要増加が期待で
きるということがあります。
　また関西には、日本を代表する医薬品メーカー

の本社・研究開発拠点が集中しています。関空
の輸入貨物で、最も輸入額の大きい品目は医薬
品であり、高付加価値の医薬品は運賃負担力が
高く、航空貨物に適しています。昨年の 9月に、
国内空港で初めて医薬品専用共同定温庫「KIX-
Medica（キックス・メディカ）」の運用を開始しま
した。この定温庫では単なる保管だけではなく、
荷捌きも徹底した温度管理下で行えるようにな
り、従来から荷主のニーズが高かった医薬品専
用のクールチェーン輸送を実現できました。
関西・西日本の旺盛な物流需要に対応し、「国
際貨物ハブ空港」実現への取り組みを進めてま
いります。
　当社の目指す姿である「アジアと関西、そして
日本のゲートウェイ」を実現するためにも、関空
の強みを活かし、エアポートプロモーションの強
化や利用促進ツアーの造成支援などを行い、ネッ
トワークの拡充に取り組みます。
　今後もお客様の安全・安心を第一に考え、便
利で快適な空港づくりに取り組みますので、変わ
らぬご支援の程よろしくお願い申し上げます。

国内空港で初めての医薬品専用共同定温庫
「KIX-Medica（キックス・メディカ）」
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大阪を盛り上げる未来予想図

　大阪。人口約８４０万人（２００９年度）を有
する西日本最大の都市である。その昔から「商
人（あきんど）の街」として知られ、その昔か
ら新商品、新市場を開発してきた。ここしばらく
は世界同時不況に落ち入り、なかなか脱出でき
ず悩ましい状態が続いていたが、ようやく最近動
きだしてきた。ＪＲ大阪駅周辺をはじめ市内のあ
ちらこちらで都市再開発が進められているのだ。
　オフィス、マンション、ホテル、飲食・物販な
ど集客を目的に複合ビルの建設ラッシュである。
その勢いは、百貨店業界では「大阪２０１１年
問題」として供給過剰が懸念されるほどである。
　またホテル業界においては高級外資系ホテル
から格安ビジネスホテルまで揃い、アラブの王様
から若者たちのバックパッカーたちまで、世界か
ら幅広く人を受け入れるようになってきている。
　人・モノ・カネ・情報が動く。経済活性化の
兆し・・。今や大阪はその時期にきている。モ
ノができれば、サービスが必要である。もちろん、
都市型サービスのビルメンテナンスにとっても多大
なビジネスチャンスになることは言うまでもない。

都市の様相を大きく変える大阪
　
　大阪市は、１９９３年に「国際集客都市」を
宣言し、「水都大阪の再生」「大阪ミュージアム
構想」「コミュニティー・ツーリズムの振興」を３
本柱としてさまざまな事業を展開してきた。
　平成 21 年度版の「大阪府観光統計調査」
によると、大阪府内・府外からを含めた総観光

客数は約１億４３３５万人（同）。うち７割が大阪
市内で１億２３８万人。宿泊客にいたっては約９
割にあたる約９９０万である。ちなみに経済波及
効果は２兆６０６４億円だ。まさに人が動くと、カ
ネは落ちる……。
　その大阪がここ数年で、さらに魅力的な街へ
と整備が進んでいる。まず大阪の玄関口となる
大阪駅開発プロジェクト「大阪ステーションシティ」
がある。ＪＲ大阪駅の変容はマスコミなどで紹介
されているので、ご存知の方は多かろう。
　開業は２０１１年５月の予定で、既存ビルを増
築し、百貨店が主要テナントとなるサウスゲートビ
ルディング、延床面積約 4 万 1000㎡をはじめ、
こちらも百貨店、専門店、オフィス、エンターティ
メントなどが入る高層階と低層階に分かれた延
床面積約 21 万㎡のノースゲートビルディングを整
備する。
　駅は南北通路を設置し、スムーズに人が行き
交うようにするほか、「水」「時」「エコ」「情報」
を共通テーマに、憩いやにぎわいのある様々な

再開発ラッシュの大阪

ホスピタリティ研究所［ エイチ・ワン ］

代表  井村 日登美

大阪北地区の再開発では自然換気、高効率発電や
太陽光発電など実効性の高い省CO2 技術を採用し
ている。

今こそ蓄積したノウハウでニュービジネスを構築するチャンス
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特徴をもった８つの広場を備え、駅を通過地点か
ら滞留地点へと変える。
　さらにその２年後の２０１３年３月の開業を目指
し、駅に繋がる形で駅北側に大規模プロジェクト
が進んでいる。大阪駅北地区先行開発区域プ
ロジェクトは、再開発予定の大阪駅北地区の約
24ha のうち７haを、12 の共同企業体が開発業
者となり、３つのブロックに分けて高層ビルを建設
する。
　Ａブロックは地下３階地上 38 階塔屋１階、延
床面積約 18 万７８００㎡のオフィス・商業施設棟、
Ｂブロックは地下３階地上 38 階塔屋２階の南タ
ワーと、同地下３階地上 33 階塔屋２階の北タワー
を建設し、延床面積は南と北をあわせて計 29
万５１００㎡。オフィス、ナレッジキャピタル、商業
施設、ホテル、サービスアパートメント、コンベンショ
ンなどが入居する。
　そしてＣブロックは地下１階地上 48 階塔屋２
階、同７万３８００㎡で分譲マンションとなる。ちな
みにナレッジキャピタルとは、企業、研究者、クリ
エイター、一般ユーザーといった都心ならではの

多様な人々が交わり、
「感性」と「技術」
を融合することで新
たな知的価値を生
み出す複合施設だ
そうだ。
　大阪駅北口の正
面には、約１万㎡の

「 大 阪 北口広 場 」
を整 備し、新たな
大阪のシンボルとす
る。水都大阪をイ
メージする水景やイ
チョウ並木を整備す

るほか、各ビルの周辺には広大な緑化ゾーンが
お目見えする。
　世界を視野に国際レベルの交流を目指し、ホ
テルは「インターコンチネンタル」（約２００室）
が入居する。ホテル側は「これまでに例のない
最高のホテルを造る」としている。
　こうした都市整備は大阪・ミナミ地区でも同様
だ。近畿日本鉄道が阿部野橋ターミナルビルの
整備を進めている。地下５階地上 59 階建て、
延床面積約 21 万㎡の高層ビルを建設する。高
さ約３００ｍは日本一の高さだという。
　高層階に国際級の高級ホテルを予定しており、
客室数は約４００室としている。このほか、デパー
ト、オフィス、美術館、展望台などが入居する。
２０１４年３月の完成を目指す。高層ビルはアベノ
の様相を一変させ、ミナミのシンボル的な存在と
なろう。
　そもそも駅には人が集まる。ＪＲ大阪駅は１日
の乗降客数約２４１万人と全国３位（平成 20 年
度）アベノは近鉄、ＪＲ、地下鉄が乗り入れてお
り、１日の乗降客約 80 万人（同、全国 13 位）
である。これら都市再開発はその機能を十二分
に活かし、さらに集客力を高めていこうという考
えだ。まずは人を集め、経済活性化の源流を創
造していく。

都市機能をさらに充実させるホテル

　ここで集客の１つの目安として、ホテルを通し
て大阪の動向を見てみたい。リーマンショック以
来、沈滞ムードだったが、意外にも新規ホテル
の開業が相次いでいる。
　近いところで２０１０年 10 月、大阪・本町の旧
商社ビル跡地に世界のホテルチェーンであるス
ターウッドホテル＆リゾーツのラグジュアリーホテル

将来の環境や次世代の利益を損なわない範囲で社会発展を進めようという
〝サスティナブル社会＂の実現を目指し、屋上緑化、雨水、排水の再生水利
用など、ハード・ソフト両面で新たな取組みがなされている。（大阪北地区）
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「セントレジスホテル大阪」（１６０室）がオープ
ン。同時期に大阪・難波に南海電鉄グループが
旧ホテル跡地に中長期滞在型ホテル「フレイザー
レジデンス南海大阪」（１１４室）。
　これらに先立つ同４月、大阪・堂島に化粧品
会社のエルセラーンの「ホテルエルセラーン大阪」

（１３７室）、大阪・梅田の再開発ビル「チャス
カ茶屋町」に「ホテルアルモニーアンブラッセ」（38
室）、また 09 年夏には、大阪・難波にマルイト
が建設した高層ビル内に「ホテルモントレグラスミ
ア大阪」（２５６室）がオープンするといった具合
だ。
　そして２０１２年には、新大阪駅直結という利
便性を売りに、阪急阪神第一ホテルグループの
宿泊特化型ホテル「レム」（２６９室）がオープ
ンする。
　百貨店同様に供給過剰が噂されるが、平成
22 年 10 月の市内ホテル客室稼働率は約 80％
超と好調である。前年５月には 65％弱であったに
もかかわらずだ。大阪は世界の観光客やビジネ
ス客にとって魅力的な街なのである。
　昨今の傾向として高級外資系ブランドホテル
が増えた。先駆けとなる「ザ・リッツ・カールトン」
をはじめ、「セントレジス」「インターコンチネンタル」
などだ。
　こうした外資系ホテルの進出は、将来の大阪
の様相を見据えてのことだと思う。事実、外資
系の不動産サービス会社の１つは「日本は不況
だが、潜在的な経済能力はある」として海外投
資家に日本のメリットをアピールしている。
　また外資系ホテルの進出によって大阪の都市
レベルが世界レベルへと上がっていく、また上げ
ていくことに繋がるはずだ。
　現在大阪に進出している外資系ホテルブランド
は、先にあげたほか「ヒルトン」「ハイアット・リー

ジェンシー」「スイスホテル」「シェラトン」「クラ
ウンプラザ」「ラマダホテル」など世界的に知ら
れたチェーンばかりというところからみても、日本
の、大阪の地の利の良さは言うまでもないだろう。
また新業態として登場した「フレイザーレジデン
ス南海大阪」は、一般のホテルと同じく１泊から
でも受け付けるが、基本は１カ月単位の中長期
滞在型ホテル。客室にはキッチン、洗濯機・乾
燥機付きで、ハウスキーピングサービス、ランドリー
サービスなども提供する。ホテルとアパートメント
の良さをドッキングさせた新業態で世界にチェー
ン展開している。
　確かに、ホテルの軒数が増えると競争が激化
する。それはまたサービス向上に繋がるのも事
実。加えて、相乗効果というのがある。ホテルは
１軒では売れにくいが、数軒集積した方が売れ
やすく、売りやすくなっていく。かくして「市場は
創造する」である。

“ 新たな ” 都市サービスに
ビジネスチャンス

　まさに都市が変わる、機能が進化する。都
市型サービスといわれるビルメンテナンス業にとっ
て、願ってもない市場の拡大である。ただ、従
来とは違う。
　これから将来にむけて建設されるビルは、常
に最先端の技術を駆使し、高度にインテリジェン
ト化している。世界をみれば、その技術がハイ
レベルなことがわかる。
　高さ８２８ｍ、地上１６０階建てのアラブ首長国
連邦のドバイに建設された「ブルジュ・ハリファ」
をはじめ、シンガポールに地上 55 階建ての高
層ビルの屋上にプールを備えたホテル「Marina 
Bay Sands」がオープンするなど、これまでに考
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えられなかった建物が登場している。
　もちろん、大阪市内で整備が進むビルもそれ
に匹敵する、あるいはそれ以上のモノをもってい
るはずである。
　ビルが高度化すれば、それに対応するサー
ビスも高度化する。携帯電話が通信機器兼
筆記用具になってきた昨今、すべての従業員が
使いこなせて当然というところから始まる。すなわ
ち、パソコンは使えて当たり前から始まるのであ
る。
　またサービス教育でよく言われるように、笑顔
や挨拶、言葉使いなど、できて当たり前からスター

トするわけである。それどころか、クライアントと同
じ目線で従業員が仕事をする姿勢が求められる。
　 現 在 世 界 でＣＳＲ戦 略（Coporate Real 
Estate）、企業不動産戦略が進められている。
不動産を重要な経営資源としてとらえ、企業価
値の最大化の視点から最適な選択を行う経営
戦略である。その際のポイントがアウトソーシング
なのだが、重要なのは戦略的に使えるのか否か
である。つまり、戦略的に使用できるアウトソーシ
ング会社とは「能動的」に仕事をしてくれる企
業のことである。

　たとえば、大手外資系の不動産サービス会社
で設備関係の従業員が担当する業務は各設備
の管理、建築・電気などの工事施工管理のほ
か、クライアントへエネルギーの管理及び削減の
提案、各設備のコスト削減提案なども含まれてい
る。ビルが稼働するだけではなく、クライアントが
考えることを「考える」のである。それがアウトソー
シングだという。
　世界を視野にいれ、国際都市化していく大阪。
それが国際集客都市宣言をした大阪の目指すと
ころでもあろう。だからこそ、ホテルにおいての
新たな業態の登場もあるのだ。
　首都圏では珍しくないが「サービスアパートメ
ント」「レジデンス」という業態だ。ホテルと違う
といえば違うが、似ているといえば似ている。い
ずれにせよ、居住と宿泊の双方のニーズを満た
すフレキシブルな対応ができる宿泊施設である。
ハウスキーピング作業において新たな基準の構
築が必要となってくるだろう。
　また最高級マンションの登場もしかり。世界の
顧客を相手にする最高級マンションである。従来
のマンション業務にどのような付加価値を付けて
いくのか、またつけていけるのか・・・、新たな
課題を与えてくれる。
　考えれば考えるほど、切りなく従来とは違う要
素や課題に遭遇する。経営コンサルタントに言わ
せると、ビルメンテナンス企業は完全に二極化し
ているという。変わることに抵抗を感じ、従来通
りの経営を重んじる企業と、今までの経営や方
針に疑問を感じ、変わることに積極的な企業の２
つだそうだ。
　変貌を遂げていく大阪。変わっていく都市に
マッチするサービスとは何なのだろうか。そう考え
ることから初めて市場が見え、拡大していくので
はないだろうか。

2010年 10月　大阪・本町にオープンしたラグジュ
アリーホテル「セントレジスホテル大阪」。バトラー
サービスが売り物だ。
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駅も街も「上」向き。
大阪から日本を盛り上げまっせ。

　世界初家庭用パン焼き器「GOPAN（ゴパン）」
が生産が追いつかぬ人気だ。米からパン、発
想が面白い。加えて、開発が大阪発祥の三洋
電機である点がニコリとさせられる。中小企業も
頑張る。守口市の淀川製作所など４社は、“ 和
製 ” 電気自動車を独自開発。量産車が今春に
も完成する。こちらも、ニコリとさせてくれる。昭
和３０年代は、大阪が輝いていた。自動三輪車
ミゼット、即席麺、回転ずし、プレハブ住宅、折
り刃カッター…大阪発、日本初の商品、業態が
続々誕生し世界へと羽ばたいた。大阪の元気は、
イコール日本の元気でもあった。
　以前は、不景気時には大阪が着目され、大
阪に学べと雑誌は特集を組んだ。「にぎやかで
へこんでる間もありゃしない」　女子学生の川柳
だが、大阪人はいかなるときもへこまぬ知恵と力
を持ち合わせていた。それゆえ、商売やビジネ
スの「先生」になり得た。ギリシャの伝承に「チャ
ンスの神は前髪を振り乱してやってくる」がある
が、常に上を向いていればこそチャンスの神の
到来にも反応できた。その大阪が、下を向いて
いては始まらない。
　いま大阪の街は、鼓動を打つ。JR 大阪駅が、
５月に「OSAKA STATION CITY」に変貌
する。線路上空に巨大ドーム、そして橋上駅舎
など、駅は「上」を向き、空へと広がる。京都
駅ビルは、開設以来、名所となった。その時点で、
大阪駅が今回の「CITY」になっていれば、京
阪両駅が関西へ観光客を呼び込むビッグなうね

りパワーになれたはず。歯がゆい思いは、いま
躍動感とともに期待へと変化した。興味深いの
は、ノースゲートビルディングの１４階屋外部分に
出現する１５００平方㍍の「天空農園」の存在だ。
１９６９年、阪急三番街に川が流れる街が生ま
れたように、大阪はビル内に自然を取り込むのが
巧い。環境が時代のテーマであるいま、この視
点は「売り」になる。梅田スカイビルがある新
梅田シティには約３３０平方㍍の水田があり、な
んばパークスの屋上には都市型農園がある。キ
タとミナミの「農園巡り」を、新たな観光にして
もよい。
　キタに、三越・伊勢丹が出店する。既存の
阪急、大丸は増床を図り、幅広い顧客層の取り
込みを狙う。東京ドーム約５個分の広さをもつ梅
田北ヤード開発も本格化した。大阪駅の１日乗
客数は約２５０万人だが、明日はより多くの人々
が交差する。天王寺あべのエリアの再開発も
進み、近鉄は２０１４年、日本最大規模、１０万
平方㍍の百貨店になる。ミナミの大丸、高島屋
も増床で迎えうつ。心斎橋筋にはユニクロなど
が進出。新たな人の流れのエネルギーが伝わ
る。ネット掲載の「政令指定都市の経済力と超
高層ビル」によれば、経済力に対応した超高層
ビル数は、他の都市より大阪は圧倒的に多い。
中之島の高層ビル化も進展、街は確実に「上」
を向いている。昔から大阪人は、変化を捉えて
チャンスに変えてきた。いま、変化を楽しむゆとり
をもちたい。不安視よりも「へっちゃら、へっちゃ

大阪研究家　前 垣　和 義
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らや」の気持ちである。景気の気は元気の気、
それが自信をつれてくる。
　上海万博の大阪館を訪れた中国人へのアン
ケート調査結果が新聞に出ていたが、９４% が
大阪へ観光で行きたいと答えている。名所旧跡
観光が６９％、水都巡りは４３％。３月には、鹿児
島と大阪は新幹線で直結し、観光面の成長が
望める。大阪発の水陸両用バスはそれ自体が、
動く観光名所だ。水都大阪のシンボルとして天
満橋周辺の八軒家浜をはじめ、船着き場が設
けられた。夏には川床も。大阪は、おとぎ話一
寸法師のふるさとだ。法師は、住吉の浜からお
椀の舟で大阪湾に漕ぎ出し、八軒家辺りで淀
川に水路をとり京へ向かう。森の石松も八軒家
で三十石船に乗り込み、船上で「酒飲みねえ、
すし食いねえ」の名台詞を口にした。こうした「観
光資源」は、水都観光のアピールとなる。市内
大正区周辺には、いまも７カ所の渡し舟が往来
する。大阪には面白い「資源」があるのだ。
　昨年末、府は従来の農林水産物に加えて、
加工食品の大阪ブランド「大阪産（もん）名品」
の普及に乗り出した。全国へ打って出る一方で、
道頓堀に全国の農林水産品を直売する「諸国
漫遊大阪マーケット」が開店。全国を呼び込む
動きも見せる。東大阪市のカナオカ機材は、本
業は冷凍機、空調機器販売だが、「大阪から
世界」をにらみ、先の上海万博にカレーショップ
を出展。意気軒昂な中堅企業も見られる。
　２００６年、天満天神繁昌亭が開席し、新名
所になった。構想段階で今日の繁昌を予想した
人は少なかったが、大阪特有の「やってみなは

れ精神」の勝利といえる。大阪には、理屈より
も行動の気概がある。これが、独創ビジネスを
生み出してきた。できない理由を並べるより、で
きる環境創りが先決だ。大阪にデビューした無
人喫茶に、東京人は仰天した。これは、ビルの
空き室対策の成功が引き金となり、ビジネスに進
化したもの。おかきメーカー播磨屋本店の切り口
は無料だ。事情があり現在おかきは有料になっ
たが、飲み物はいまも無料のカフェを御堂筋に
開いている。心意気を学びたい。それが大阪、
関西、日本を活気づける。大川創業は、３年後、
大東市住道駅前にオペラハウスを構想。池田市
では民間人が大衆演芸場「呉服座（くれはざ）」
を復活させた。新世界でも来春完成をめざし、
地域住民が中心の映画「SHINSEKAI 〜あな
たの愛を見つける街〜」づくりが進む。元気の
芽は、着実に生まれている。都市を息づかせる
のは、文化芸術でもある。大阪発の節分の巻
ずしかぶりつき行事は全国区となり、文化はビジ
ネスへと昇華した。くいだおれ太郎は人形であり
ながら、タレントとして活躍する。大阪ならでは
の発想や行動力を、もっと生かすべきだ。京都
に本部を置く立命館大学が、２０１５年春、茨木
市駅前に進出してくる。新キャンパスには１万人
規模の学生が集い、新たな活気が期待できる。
　大阪が盛り上がれば、日本も盛り上がる。不
景気を嘆いている暇はない。かつて大阪は大坂
と記したが、坂の字は衰退を意味するところか
ら、勢いの意をもつ「こざと偏」に置き換えられた。
坂から阪へとスイッチしたスピリッツを、いまこそ
見つめ直す必要があるのではなかろうか。

駅も街も「上」向き。
大阪から日本を盛り上げまっせ。
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　平成 22 年 10 月 11 日（月）、大阪市中央区のツイ
ン 21 アトリウムに於いて第 14 回日本ガラスクリーニン
グ選手権関西大会が開催された。
　日本ガラスクリーニング選手権大会は 2 年に 1 回開
催されるガラスクリーニング業界最大のビッグイベント
です。昨年開催された“ビルメンヒューマンフェア '09 
in 京都”でも特設会場で“スペシャルドリームマッチ”
として選抜選手の競技が披露され、ご覧になった方も
多いのではないでしょうか。
　選抜戦“スペシャルドリームマッチ”に対して、今回
は各地区予選を勝ち抜いた選手たち、合計 94 名によ
る文字どおりの全国選手権大会です。全国ガラス外装
クリーニング協会連合会主催のこの大会を主管団体と
して実施するのは、今年法人化を果たした一般社団法
人関西ガラス外装クリーニング協会（上田好蔵会長）
です。開会式には（社）兵庫ビルメンテナンス協会の
人見会長、（社）奈良県ビルメンテナンス協会の寺内
会長も出席され、出場選手全員を代表して関西地区予
選 1 位の田中満選手（建誠商会）の力強い選手宣誓
で競技が開始されました。
　競技の内容は、約 1m×1m のガラス 3 枚をクリー
ニングする時間と厳正な審査基準によるペナルティの
合計により競い合い、より早く、よりきれいに仕上げた
選手が勝者となるシンプルな内容です。全国の地区予
選を勝ち抜いてきた選手たちは、どの選手もレベルが
高く、ちょっとしたミスが勝敗を左右します。一般の来

場者も見守る中、会場は徐々に熱気あふれ、手に汗握
る熱戦が展開されていました。
　94 名によるトライアル戦、そしてトライアル戦上位
15 名による決勝戦の結果、優勝トロフィーを手にした
のは、選手宣誓を行った関西代表の田中満選手でした。
タイム 14.648、ペナルティ0.5、総合タイム 15.148
の成績は他の追随を許さない堂々たる優勝で、田中選
手は関西予選優勝に続いて全国大会をも制覇し、地元
に嬉しいニュースをもたらしました。表彰式には、当大
阪ビルメンテナンス協会の山田副会長も出席し、200
名を超える関係者が選手たちの健闘を讃え、入賞者を
祝いました。
　第 15 回日本ガラスクリーニング選手権大会は 2 年
後、千葉県で開催されます。

トピックス

第14回
日本ガラスクリーニング選手権

関西大会

決勝戦に挑む田中満選手（建誠商会）
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KKCKKC教育訓練事業紹介コーナー

─研修そして人材から人財へ─
会員企業のための教育訓練事業をめざして

はじめに
　会員企業の皆様、平素より弊社団法人の教育訓
練事業をご利用、ご参加いただきまして、紙面をお
借りして厚く御礼を申し上げます。また、あわせて本
年も倍旧のご愛顧をお願いいたします。私ども昨年
７月に新清風ビルに越してまいりまして、ようやく６ケ
月、事務室もそれなりに馴染んで、仕事をしている
部屋らしくなってまいりました。さて、今回は、私ども
の教育訓練事業のうち、会員企業のために、今後
さらに力を入れて実施してまいりたい専門別職能教
育事業として、今年度すでに終了したものも含め、
特に「ビルクリーニング関係」の講習会、講座についてご紹介、PRさせていただきます。

（1）清掃作業従事者研修
　厚生労働大臣の登録を受けて、KKC が企業の代わりに研修を実施するものです。清掃作業
従事者研修のレディーコースを8 月に実施し、全体の方を対象とする清掃作業従事者研修はこの
３月８日（火）に実施予定でございます。法令では、清掃作業に従事している方は定期的に研修
を受講していることが、知事登録の人的要件の一つになっております。是非とも多数の方に受講し
ていただきたいと思います。

（2）ビルクリーニング技能検定受検準備講座
　ビルクリーニング技能検定の合格をめざしておられる方を対象に、技能検定の実技 3 課題の反
復訓練を、短時間で学習能力を上げる指導員が懇切丁寧に指導します。試験会場と同じ場所で
の反復練習により、技能検定受験前の最終練習に最適な講座として設定しております。今年度は
終了しましたが、次年度も技能検定の日程にあわせ開講しますので、多数の方に受講していただ
きたいと思います。

（3）ビル清掃業務入門コース
　今年度３回開催予定としておりまして、これまでに４月２８日と８月３１日に実施いたしました。第３回目は
２月１０日（木）に予定しております。コースは１日計７時間で、新規採用者、初任者を対象に、講義と実
習を受けていただくもので、１日のみの入門コースとして手軽でございますので、会員企業において該当の
方がおられましたら、是非ともご受講いただきたいと思います。

社団法人関西環境開発センター

教育訓練部長　吉 元　征 二
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KKC
（4）建築物清掃コース
　このコースは、職業能力開発促進法に基づく大阪府知事の認定訓練として実施しているもので、
2日間計 12 時間、講義と実習を組み合わせた講習会として、ビルクリーニングの基礎知識のある
方を対象に、昨年は 7 月に実施いたしました。次年度以降も充実した講師陣と内容でもって、開
講してまいりたいと思っておりますので、多数の方々のご受講をお願いしたいと思います。

（5）ビルクリーニング現場主任者養成コース
　ビルクリーニングに関して、現場で主任者又は管理者として頑張っておられる方 を々対象に、4
日間計 16 時間の中で、その立場と役割を認識し、管理監督の仕方、必要なマネジメント能力、
心得などを身につけていただくことを主眼に実施いたします。現場主任者は重要な職階ですので、
是非とも体系的な講習を受講されることをお薦めします。（今年度は終了しました。）

（6）ビル清掃品質評価者養成講座
　ビル清掃分野で清掃の出来上がりを客観的に評価することは、次の受注契約に向けて非常に
重要な要素であり、顧客の品質要求も強くなっております。そのため、企業内で清掃の品質評価
者を養成することが求められております。今年度は開講できませんでしたが、次年度は開講に向
けて準備を進めてまいります。

（7）カーペットクリーニング実技講座、石材メンテナンス実技講座
　清掃業務に従事されている実務者の方を対象に、カーペットや石材の日常管理から具体的な清
掃方法について、素材に応じた方法、使用する機器類、洗剤等について、実習を中心に学んで
いただきます。KKC ならではの講師陣、講座内容で来年度も開講したいと思いますので、ご利
用いただきたいと思います。（今年度は終了しました。）

おわりに
　昨年末に KKC の講習会等についてアンケート調査をさせていただきました。ご回答をお寄せい
ただいた研修担当者の方 に々お礼申し上げます。各講習会についてさまざまなご意見をいただきま
したので、この結果をもとに、公益事業委員会の委
員の方 を々中心にご検討いただき、次年度以降に、
より良いものを開講することで、会員企業のますます
のご利用を図ってまいりたいと思っております。特に
ご紹介しました（1）〜（7）のビルクリーニング関係講
座は、KKC の教育訓練事業の中核をなすもので、
内容、実施期日等、十分にご検討いただく予定で
す。今後ともKKC の教育訓練事業をご利用いただ
きまして、会員企業におけるクリーンクルーのキャリア
アップと、知識技能の充実による、企業力強化のお
手伝いをさせていただきたいと思います。
　今後ともよろしくお願いいたします。
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　当日は全国ビルメンテナンス協会近畿地区本部（大
阪ビルメンテナンス協会のメンバーが中心となる）が

担当として開場2時間前から準備を開始。ビルメンこ

ども絵画コンクールの入賞作品の展示や、閉場の際

にお渡しするプレゼントの袋詰めなどを行いました。

　普段現場で働いている同僚や仲間たち、そして子

供たちを迎えるべく入念に準備を行いました。

　16時 30分の会場と同時に子供達は親の手を振り

切って、好みのアトラクションへ一直線。

　人気のアトラクションはやはりお寿司やピザ、パンと

いった外食産業で、開場からわずか1時間足らずで

受付が終了するほどでした。

　梶山高志近畿地区本部長の開会挨拶でスタート、

キッザニアダンスにスイーピングパレード、石田裕之

　2010 年 12月9日、キッザニア甲子園にて全

国ビルメンテナンス協会主催「第３回ビルメン

キッズデー」が開催されました。

　キッザニア甲子園は会場内にある様々なアト

ラクションで、子供たちが実際に職業体験する

ことのできる施設です。昨年のオープンから連

日大盛況で、最近ではなかなか予約がとれない

といった声が聞かれます。

　全国ビルメンテナンス協会はこのキッザニア

甲子園のオフィシャルスポンサーを務め、子供

達の職業体験を通してビルメンテナンス業のア

ピールに努めています。

第3回
ビルメンキッズデー
inキッザニア甲子園

今年も大盛況 !
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ビルメン・キッズデー in KidZania Koshien

さんのミニコンサートとい

つもにも増して、盛りだく

さんのイベントが行われま

した。

　 昨 年 の 入 場 者 数 は

1,000 人、今年はそれを上

回る1,200 人と会場は子

供たちの笑顔に包まれ大盛

況でした。

　ビルメンこども絵画コ

ンクールでは近畿

地区の入賞者

の絵画が飾られ、受賞者が

写真を撮影するなど、家族で

祝う風景が見られました。

　あっという間に約 4時間の

キッズデーは終了。ゲートで

はお土産（シールやお掃除グ

ッズ）が来場者全員に手渡

され、笑顔で会場を後にする

親子の姿は、準備に奮闘し

たメンバーの心を癒してくれ

ました。
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　昨年、創立 80 周年を迎えた当協会にとりまし
て、本年は 100 周年に向けての新しいスタートの
年になりますので、年頭にあたり今後のビル経営
のあり方を展望したいと思います。

　ビル業界を一望しますと、ここ10 年来不動産
の証券化が進み、金融市場から膨大な資金が
流入したことは、不動産市場全体の活性化、特
に東京、大阪での市街地再生に大きな役割を果
たしてきましたが、ビル経営の立場から見れば、
不動産を投資の対象とすることにより、さまざま
な歪みももたらしました。
　そもそも外資系に限らず、ファンドというのは
投資家への配当を重視するあまり、ビルの購入
にあたっても「安く買って、早期に高く売る」こと
を第一義としていますし、たとえ一定期間ビルを
保有したとしても、高配当を期待する投資家のた
めに如何にして収益をあげるかということが最大
の目標としています。
　そのため、結果として、本来ビル事業にとって
最も大切な、賃料を払っていただいているテナン
トの立場は軽視されがちですし、長期保有を前
提としていないため、地域に密着した経営姿勢

は殆ど期待できません。
　このような、ビル事業の根幹ともいえる「テナント」、

「地域」に対する視点が欠落した “ビルオーナー”
は、リーマンショック以降、さすがに影を潜めたよう
ですが、不動産が金融商品として扱われる限り、
ビル事業を取り巻くこの大きな流れは変わることは
ないと思われます。
　
　大阪地区のビル市況について言いますと、企
業業績の長引く低迷による人員削減、経営規模
の圧縮に加え、バブル崩壊以降続く東京に対す
る大阪の相対的地位の一層の低下による経済機
能の統合･ 縮小、それに何より市況に大きな悪
影響を与えたのは、前述のファンド企業などによ
る早期売却を目的とした一昨年の異常な新築ビ
ル竣工ラッシュの結果としての供給過剰からくる
空室の大幅な増加という、まさに三重苦とも言え
る状況下に喘いでいるといって過言ではありませ
ん。
　発足当初の世界的大不況、戦中戦後の受難
期、またバブル崩壊による不動産デフレなど幾
多の苦難を乗り越えてきた当協会が遭遇した、
この過去最大の危機から脱却し、将来を見据え

─協会創立 80 周年を経て─
これからのビル経営のあり方

社団法人大阪ビルディング協会

事務局長  牧野　忠廣

特別寄稿
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たビル事業を確立するために、今こそビル経営の
原点に立ち返るべきだと考えます。
　当協会の定款には「本会は適正なビルディング
の建設および管理の改善を通じて健全な都市環
境の整備に資するとともに、ビル需要者に快適
な居住環境を提供することを以って目的とする」
としており、ビル事業が「地域」「ビル需要者＝
テナント」から離れてはありえないことを改めて
認識すべきだと思います。
　元来、ビル事業は多額の投資を必要とするこ
とから、それを長期にわたり安定したテナントか
らの賃料収入で回収するという基本スキームに
よって成り立つもので、建設の段階からその使命
を終えるまでずっとその地域に根付いた活動で
なければなりません。それだからこそ、ビル事
業者の立場からは、テナントと家族や親戚のよう
な感覚で長いお付き合いが出来るわけです。逆
にテナントから見ても、長期的な視点で安定した
事業経営がなされるビルであればこそ、末永く安
心して入居し続けられるということになります。
今日のテナントが求めるものは、単に立地条件の
良さや、快適性、便宜性だけでなく、「安心」「安
全」の居住空間であると言えますし、テナントに
とって『オーナーの顔の見える経営』が求められ
る所以はそこにあります。

　周知の如く、バブル崩壊以降、ビル業界では
「“ 所有 ”と“ 経営 ”の分離」が急速に進んでい
ます。ここでいう“ 経営 ” は “ プロパティマネジ
メント” を意味しており、定義から言えば「管轄
する不動産から得られる純営業利益を増加、資

産価値を高める」ことが至上命題となりますが、
その原点は「テナントニーズをいかに把握するか、
いかに応えるか」であることは言うまでもありま
せん。
　しかし、不動産の証券化の進展につれオー
ナーとテナントとの距離は離れる一方であり、“ 経
営 ”の持つ意味はますます大きくなってきていま
す。「ビル経営は不動産業ではなくサービス業と
心得よ」と言われますが、ビル事業の最大かつ
唯一の顧客であるテナントの満足を得られずして
経営者とは言えません。
　10 年以上前まではビルオーナーはあくまで所
有者で、管理業務は外注というのがごく一般的
な姿であり、ビル事業において「“ 経営 ”＝“ プ
ロパティマネジメント”」という概念は殆どありま
せんでした。しかし、“ サービス業 ”という観点
から、メンテナンス業務をはじめとするテナントと
の接点業務の重要性が改めて認識されはじめ、
今日ではプロパティマネジメント分野におけるビ
ルオーナー側とメンテナンス業界との相互乗り入
れが急速に進んできました。
　今や、オーナーにとって、ビル経営の立場から
見れば、テナントニーズを的確に把握し、これに
応えることがその成否を左右することになります
し、メンテナンス業務についても「価格より品質」
が改めて求められる時代においては、従来のよ
うに管理会社に任せてしまうのではなく、“ プロ
パティマネジメント” 業務の一環として捉えること
が必要になっています。
　その点では、小生がことある毎に申しあげて
参りましたように、当協会と貴協会との連携のあ
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これからのビル経営のあり方 ─協会創立 80 周年を経て─

り方も「お互いの強みを自覚し、これを活かす」
ことにより、新しい局面に入ったと言えるかもし
れませんし、これからの厳しい局面にあっては、
お互いの連携の下に、テナントの立場から見て「顔
の見える」「信頼される」ビル経営を基盤に、テ
ナント満足を高めることでビルの付加価値を高め
るという地道な経営努力こそが、ビル業界で生
き残るために不可欠な要件といえます。

　昨年、当協会では創立 80 周年にあたり『ビル
とまちづくり―大阪 “ 再生 ” に向けて―』をテー
マに記念事業を実施しましたが、大正末期から
昭和初期にかけて建設され、大阪のまちの活性
化に貢献してきたとされる11 棟のビルに『まちづ
くり貢献賞』を授与させていただきました。
　そのうち、堂島ビルヂング（1923 年竣工）は
御堂筋の拡幅計画で、当初予定の 4 階から9 階
建に計画変更、「平面から立体へ大大阪の変化」
と、立体化する都市の象徴とも言われましたが 1
階に銀行、薬局、喫茶店、2 階に堂島百貨店、
5 階に中山太陽堂、9 階に社交クラブ、7,8 階堂
ビルホテルと大規模複合ビルでしたし、大阪ビ
ルヂング（現ダイビル＝1925 年竣工）は中之島
の景観を圧する大規模ビルで、ビル建設に出資
した大阪を代表する大企業の事務所があり、大
阪の貸しビルの草分け的存在として東の丸ビル、
西のダイビルと並び称されました。大阪朝日ビル

（1931年竣工）はメディアの発信基地としての新
聞社のビルに相応しい先進性を表現したデザイ
ンと屋上のわが国初の航空灯台が世間の注目を
集める一方、屋上のアイススケート場は、夏はプー

ルとしても大いに賑わいました。また、ガスビルディ
ング（1933 年竣工）は御堂筋のランドマーク的
な存在であり、600 名収容のホールでのコンサー
ト、名画試写会等、モダンでハイカラな都市生
活を楽しむ近代文化の殿堂として広く市民に親し
まれました。
　以上ご紹介した代表的な 4 つのビルの共通点
とも言えるのは、幅広い市民の利用、地域のコミュ
ニティの場としての「開放性」、あらゆる面での時
代の先駆けであり、地域文化向上に貢献する「先
進性」、地域のランドマークであり、大阪の新名
所ともなる「象徴性」ですが、これらは何れもビ
ルの持つ役割としてまちの活性化に欠かせない
要素でありました。
しかし、戦後の高度成長期からバブル期にかけ
ては、オフィスビルが日本経済を支える企業活動
のステージとして知的生産拠点に特化したため、
一般市民生活とは遊離し、まちの活性化とは縁
遠いものとなっていました。御堂筋や中之島に代
表されるオフィス街が、平日の夜や、休日にはゴー
ストタウンになっていたのは記憶に新しいところ
です。
　元来ビルはその建物単体では存立しえず、常
にその存する地域の盛衰と運命を共にするもの
です。その意味では、大阪 “ 再生 ” が声高に叫
ばれる今日、まちの活性化に如何に貢献するか
というのもビルに与えられた大切なもう一つの大
きな使命といえます。
　ここ数年竣工した当協会会員の代表的なビル
でも、淀屋橋三井ビルディングは典型的なオフィ
ス街である御堂筋に立地しながら、地階から 3
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階までは「odona」という商業施設となり、夜間、
休日の御堂筋の賑わいづくりに大きく貢献してい
ますし、サンケイビルのブリーゼタワーは地階か
ら 6 階までが店舗で、７、8 階は新装なったサン
ケイホールになっており、西梅田の新しい集客ス
ポットになっています。また、中之島ダイビルも、
元来中之島が “ 商業不毛の地 ”といわれるにも
かかわらず、地区の利用者のために 3 階までは
飲食を中心とした商業施設としたことで、京阪中
之島線の開通もあって “ビジネスオンリー” 街で
あった中之島にも新しい来街者が増えつつありま
す。
　現在進行中の主なプロジェクトでは、昨年、
大阪では最大規模のオフィス部分が竣工した梅
田阪急ビルも来年の阪急百貨店の完成時には、
新しい梅田地区のランドマークとして一層その存
在感を高めることになりますし、今春完成する大
阪ステーションシティは、「駅」と「街」をひとつ
にするというコンセプトのもとに、街とのアクセ
ス、ショッピング、エンターテイメント、情報、ビ
ジネスという先進の都市機能を一同に集めたも
のであり、これらに続く梅田北ヤード開発と合わ
せると、梅田地区は更に大きく生まれ変わること
となります。更に中之島では朝日中之島プロジェ
クトとして来秋の完成を目指し、中之島フェスティ
バルタワーが建設中で、このビルにはオフィスだ
けではなく新フェスティバルホールが再生され大
阪の文化拠点の機能を担うことが期待されていま
す。同じ中之島地区では旧ダイビルの跡地に中之
島 3 丁目開発の仕上げとなる中之島ダイビルウエ
スト（仮称）も2013 年の完成に向け建設中です。

また、阿倍野地区では阿部野橋ターミナルビルの
建替えが進行中で、2014 年に超高層複合ビルが
完成すれば、地上 300メートルの高さは日本一
であり、その話題性と機能からエリアのポテンシャ
ルを大きく高めることになります。

　これまでビル事業を取り巻く環境とそのあり方
について述べてきましたが、ビル事業の存立基
盤が「地域」と「ビル需要者＝テナント」にある
ことの認識が、今ほど強く求められる時はない
と思います。
　地域の発展なくしてビル経営は成り立たちませ
ん。まさに地域の盛衰と一蓮托生であり、地域
の活性化に貢献するために、都市間競争、地域
間競争に勝ち抜くための中心的な役割を果たす
べきです。これからのビル経営の評価基準は「テ
ナント企業の業績貢献度」と「地域への貢献度」
にあると言っても過言ではありません。
　突き詰めて言えば「テナントに愛され、満足さ
れるビル」、「地域からも親しまれ、まちの活性化
に寄与するビル」を目指し、実現することこそが、
ビル経営にとって過去に経験したことのない、こ
の苦しい時期を乗り切るための残された唯一の
途ではないでしょうか。言い換えれば、「外に向
いては地域との共生、内に向いてはテナントとの
共生」がビル経営の原点だと思いますし、当協
会も、大きな時代の変遷に合わせ「単にキャピ
タルゲインを期待するだけのビル所有者の団体か
ら、業界の将来を見据えた真のビル経営者の団
体」へと、今こそ脱皮していかねばならないと考
えています。
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　猛暑の観測記録を塗り替え続けた平成22年の秋口、
秋であることを突然思い出したお天道様が慌てて設定
気温を下げたは良いものの、やり過ぎた事に気づいて
また温度を上げて…というような事を繰り返していた
10 月中旬、古都京都にて『第 15 回ビルメンテナンス
青年部全国大会 In 京都』が 20・21 日の 2 日間の日
程で開催されました。
　大会スケジュールは初日に全国部会長会議・式典・
フォーラム、二日目にエクスカージョンとして坂本竜馬
ゆかりの京都各地の名所を巡るという内容。
　早々に今大会に参加の名乗りを挙げた我が大阪青年
部は新メンバーを糾合。『子曰…三十而立、四十而不
惑、…』論語の示すがごとく、30、40 代が陸続と立
ち上がり、戸惑うことなく？新生大阪ＯＢＭ青年部を立
ち上げ、4 名の代表がこの青年部の集いに馳せ参じる

こととなりました。
　さて大会を催し人を集わすならば、何某かのスロー
ガンがあって然るべきであり、これを問うや、京都青年
部より“今回は「伝承」をテーマに「しまつの心から
始まる新しい環境づくり」をスローガンとし、『京都か
ら業界発展に繋げる為に、若きリーダーの皆様と手を
取り合い、懇親を深める大会にしたい』”との大会趣旨
を賜り、大会趣旨に大いに首肯した全国 22 都道府県
の青年部代表は意気揚々と京都に集結したのでした。
　ただ今回の大会スローガン、個人的に何処ぞで耳に
し目に触れた様な気がしてならぬので確認すると、や
はり昨年の『BMヒューマンフェア '09 in　京都』と同
じスローガンとの事。ヒューマンフェア、青年部大会…
これらの根底に流れる一貫したスローガンとその表現
方法のオリジナリティさに京都青年部の強い意思と行動

ニュース

青年部全国大会開催

フォーラム開会挨拶：京都協会  矢口名誉会長

株式会社三橋商会

三 橋　源 一

━京都大会の参加報告━
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力を感じ、気を引き締めて大会に参加しました。
　さて、熱い思いと行動力をもつ京都青年部主催の大
会は、予想を裏切らないオリジナリティに富んだ内容で
した。まずは全国部会長会議の席上にて、改めて今回
の大会趣旨の確認が行われ、青年部大会の今後益々
の発展を図るべく、次回の鳥取大会に向けての決意発
表が鳥取部会長照下様より発言されました。
　次の大会式典では全国大会実行委員長酒部様より
の開会宣言に続き、部会長の渡守様の青年部代表挨
拶、続いて京都府副知事太田様、京都市保健福祉局
保健衛生推進室部長石橋様等錚々たる御来賓より挨拶
を賜りました。続いて全協会長祝辞代読として近畿地
区本部梶山様、続いて次回開催地たる鳥取県協会会
長寺本様、そして主催県代表挨拶を京都協会名誉会
長矢口様より賜わりました。このようにして式典は終了
の時を告げ、いよいよ青年部大会を強く特徴づけた“パ
ネルディスカッション”が開催されました。
　上述した『京都から業界発展に繋げる為に、若きリ
ーダーの皆様と手を取り合い、懇親を深める大会にし
たい』との大会趣旨そのままに、真正面から“懇親を
深める”為のパネルディスカッションは、当日・その瞬
間に初めて議題を知らされた上で即、議論に参加する
という内容。赤裸々な心情のぶつかり合いが期待され
る進行方法は青年部にふさわしいやり方でした。また、
その議題も「入札問題」「災害援助」「若年刑余者雇
用」等、会場の多くを占める“不惑”の４０代をして
大いに戸惑わしめるかと思われる内容の濃いものでし
た。
　パネルディスカッションを前に会場が一抹の不安に覆
われるかと危惧したのも束の間、会場を埋める青年の

“熱”はこれらの議題に対し、日頃から感じている想
いを堰を切ったように語り且つ、問い、結果として会場
は喧々諤々と大いに気勢を上げる結果となりました。
　但し青年の“熱”は時に思わぬ方向に暴走しがちで
もあり、パネルディスカッションの締めには近畿地区本
部長である梶山会長より、我々青年部に“背骨を叩き

こんで頂く”運びとなりましたが、これとても普段本心
を明かさない不惑の面々が、まわりの熱気に絆されて
赤裸々な本心を露わにしがたゆえの、本心からの応答、
本心と本心が触れ合う機会を有難くも頂戴したと受け
取りたいと思います。
　パネルディスカッションの熱気も冷めやらぬまま突入
した懇親会では、来賓として京都市市長門川様よりス
ピーチを賜り、アトラクションとして舞子さんや大学生
による京炎袖振り踊りが開催。市長のスピーチでも「し
まつの心」への言及等があり、あらためて京都ビルメ
ンテナンス業界に対する京都市民の関心の高さが垣間
見える楽しい懇親会となりました。
　ともあれ、このようにして今回の青年部大会は幕を
下ろしましたが、今大会を特徴づけるのはやはり“熱”
であると感じました。

　ある物体から放出された熱エネルギーは他の物体に
吸収されると温度の上昇に使用され、放出エネルギー
の増大に比例して吸収側の温度も高くなる。
　このような物理法則が、人と人との関係でも見事に
当てはまるように今回感じました。情熱に燃える青年
の感化を受け、それにつながる人や団体が動いていく。
―あたかも百数十年前、京都という同じ場所で、会津
や薩摩等主義主張が異なる青年達がそれぞれが発する

“熱気”によって大いに感化し合い時代を動かした様
に、今回北は秋田から南は鹿児島まで多くの代表が京
都に集い、“熱”を受けて胎動を始めたかのように感
じました。議題の巧拙や結論の云々は問題ではない。
青年が“熱”を帯びた青年に感化され、またそれが伝
播していく－その発端を感じ取れた心地良くもまた今後
に希望が持てる、成長してまた大会に集いたいと、そ
う思える大会でありました。

『情熱 ―― それなくして、人間と呼べようか？』
　　　　　　ウォルター・ホイットマン

全国部会長会議の様子

次回鳥取へバトンタッチ（ゲゲゲの応援）

39



40

委員会・部会委員会・部会　今年度の活動

経営委員会

平成２２年度　経営委員会活動
【活動報告】

Ⅰ　経営委員会　体制

　平成２２年度の経営委員会は次の体制により事業計画を達成するため、定例会を開催し活動を行なっ
てまいりました。

経営委員会

担当副会長
（１名）

委員長
（１名）

担当理事
（１名）

委員
（現在１０名）

三橋副会長
嵐理事

（柑本理事
：６月より）

赤岩理事
（上甲理事
：5月まで）

平岡委員・尾崎委員・木村委員
関　委員・新田委員・野崎委員
長谷川委員・宮本委員・森　委員

（田中委員：７月まで）・（藤原委員：5月まで）・
（南委員：６月より）

　また、本年度よりビルメンテナンス業界の将来を担う若手幹部によって青年部を立ち上げ、部員の育成
と研鑽を重ねる目的で経営委員会の中に設置する事となりました。
　

青年部分科会

部会長
（１名）

副部会長
（３名）

委員
（５名）

梶山部会長
松田副部会長
三橋副部会長
古木副部会長

久下委員・小川委員
長沼委員・上田委員

　　川上委員　　　　　　　

Ⅱ　事業計画・活動計画

　平成２２年度は、前年の活動を踏まえ、次の事業計画に取り組み、その特徴として関連団体との情報
交換の中で大阪ビルディング協会様との交流を持ち、ビルオーナー側と一体となったテナント・入居者へ
の顧客満足アップを図る活動を推進しております。
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経営委員会

　事業計画 活動計画
①ビルメン企業の経営に関する
　調査研究

建築物管理に関する変化や関連団体の動向を調査し、
新しいマネジメントについて研究する。

②講演会及び研修会並びに懇談会
の開催

ビルメン市場における経営実態に関する講演会及び経
営セミナーを開催し、併せて会員相互の研修懇談会等
の場づくりを企画する。

③斯業の将来展望に関する研究
業界を取り巻く事業環境の変化（市場化テスト等）に
ついて研究を推進する。

④関連団体との情報交換 大阪ビルディング協会との交流、関係深化を進める。

⑤協会事業への協力
ボランティア事業のほか、協会諸事業への協力と会員
の参加意識の高揚を図る。

⑥相談コーナーの継続実施
相談の受付は事務局長とし、その対応窓口は委員長が
担当する。

⑦定例委員会の開催 毎月、第二水曜日に開催する。

Ⅲ　活動内容（要旨）

　事業計画については、定例会での議論を踏まえ、実施した活動や参考資料等により議論を行な
うなど、平成２２年度も前年に引続き以下のとおり活動をいたしました。

1.　ビルメン企業の経営に関する調査研究

　今年度より設置された青年部会によって、ビルメン関連事業の可能性についてどういう風に
詰めていくかを話合い、新規事業研究として可能性のある事業について調査、研究を実施し、
ビルメン周辺事業への展開を模索しています。
　今後、ビル再開発ビルネットワーク（空きビルの有効活用のコンサル業者）へのヒアリング
も検討しています。
　また、７月度に三橋副会長より配布頂いた「業務入札制度に関するアンケート調査の実施
について」や、「流通・サービス産業年金改革検討協議会」等で、経営に関する課題につい
ての見識を深めました。

2.　講演会及び研修会並びに懇談会の開催

　６月から９月度の定例会において、講演会について
内容やテーマ等について話合った。「ビルオーナーの
立場から見たビルメンテナンス業界に望む事」や「ビル
メンテナンス業界の中の成功事例について」のテーマ
であればビルメン企業の経営者層のニーズに沿う講演
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会になるのではないかとの提案があった、前者のテーマについて株式会社テンポクイックの代表
取締役会長の今岡重男様、後者のテーマについて株式会社ﾄ ゥ゙サービスの取締役会長の浜坂
秀樹様に講師を依頼し、11月16日に中津のラマダホテルにおいて「ビルメンテナンス業界の戦
略とは」と題した講演会を開催いたしました。
　講演会の案内を流してから余り期間がありませんでしたが、最終的に８８名に参加頂き、大変
実りの多い講演会になったと思います。
　講演会後に意見交換会も併せて実施し、こちらはご多忙の中、６２名にご参加頂き、普段交
流の機会の少ない会員企業様の横の繋がりが図れたのではないかと思います。

3.　斯業の将来展望に関する研究

　７月度には三橋副会長より配布頂いた「最低賃金の現状」「参議院議員質疑応答」につい
て説明を頂き、ビルメンテナンス業界を取り巻く現状や問題点についての認識を深め、９月度に
は再度７月度の資料に加え、藤原直哉氏のワールドレポート等を用いて、世界経済の動向につ
いても認識も深めることが出来ました。

4.　関連団体との情報交換

　昨年度に引続き大阪ビルディング協会との交流、関係深化を目指しておりますが、その交流方
法や内容については１２月度より議論を行う予定となっております。

5.　協会事業への協力

　これまで天神祭りの清掃ボランティアについては、経営委員会が担当してきましたが、今年度
より公益委員会へ移管されました。
　これまで、経営委員会が担当してきたことから、今年度も経営委員会各委員から積極的に参
加することの意見を踏まえ、三橋副会長、柑本委員長を始めとして、青年部会を中心に神輿補
助や清掃ボランティアに参加いたしました。
　今年度のダストバスターズについても、花火のあとの最大の見せ場となる公園や１号線の清掃
は、ボランティアの皆様の活躍で例年通りに無事終了致しました。

6.　相談コーナーの継続実施

　相談の受付は事務局長とし、その対応窓口は委員長が担当することとしておりましたが、昨
年度に引続き、（平成 22 年 11月現在）ビルメン企業からの相談は特にありませんでした。
　企業の規模によって抱える問題が全く異なるので、今後相談コーナーの活用方法についても
再検討の余地があります。今後の経営委員会の課題としたいと思います。
　以上の通り経営委員会は活動しております。

経営委員会
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　ビルクリーニング部会では、かねてからのご報告通り年度事業として、2冊のマニュアルを作成してい
ます。
　1冊目が、ビルクリーニングの管理監督者用の「免許皆伝　ビルクリーニングマネージャー　－清掃管
理実務上のポイント－」。そして 2冊目が、最新のトイレメンテナンスの内容を網羅した「今求められる理
想的なトイレメンテナンス」です。
　タイトル・表紙も決まり、現在最終の校正作業の真最中です。発行は今年 2月末を予定しており、全
体会議を開催の後、部会加入会員様に無料で配布いたします。ご期待ください。

ビルクリーニング部会

「免許皆伝 ビルクリーニングマネージャー                
            ─清掃管理実務上のポイント─」

「今求められる理想的なトイレメンテナンス」

【新刊案内】タイトル決定 
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公益・契約事業委員会（契約事業）

国、自治体契約制度の現状と今後の展望に
ついての意見交換会の報告

　１１月１７日に近畿地区２府４県の地区協会の方 と々「国、自治体契約制度の現状と今後の展望につい
ての意見交換会」をおこないました。近畿地区清掃業務委託契約制度の現状について［別紙 1］をご参
照ください。
　電子入札が導入されているのは大阪府、大阪市、京都市のみで、紙入札がまだまだ多いようですが、
近い将来電子入札が各地方自治体にも広がっていくことは間違いないと思います。そのためにも現在の入
札制度を正常な公共サービスが行える状態に改善しなくてはなりません。また、大阪以外では指名競争
入札が多いことがわかりました。国の案件についてはいまだに予定価格、最低価格等すべてが非公開で
入札制度の公平性や透明性は全く確保されておりません。全国協会が国、省庁に対して陳情や質問状等
により改善要望活動を積極的に行うことが望まれます。
　京都市の電子入札では清掃業務に関しては指名競争入札がほとんどであり、予定価格の 90％以上で
落札されているケースが多いことには驚きました。京都市行財政局財政部契約課に問い合わせたところ
「数年前に低入札による品質低下が問題となり、委託役務の中で直接人件費率の高い業務については、
最低価格を人件費以上は確保する必要があるとのことで現在に至っている。最低価格は公表していない
が物件ごと、業務内容ごとに定めている。その結果、業務品質が確保されるようになった」とのことでした。
　大阪府においては、平成２２年度より最低価格が引き上げられ予定価格の 87％となりました。「労働
集約型産業において最低賃金等の労働条件等を鑑みて引き上げることにした」とのことでした。
　一方大阪市は昨年１２月に契約制度改善の陳情書を提出し、全会一致で趣旨採択をいただきましたが、
１年経過した現在においても全く改善の兆しが見えません。大阪市の設定している最低価格 60％では最
低賃金を割り込むことになってしまいます。[ 別紙 2 参照 ]　最悪なのはいまだに 36％という低入札で契
約が行われていることにあります。このような契約が行われている現状について、平松大阪市長あてに公
開質問状を送付することを検討しております。
　現状の業務委託の契約制度における最大の問題点は、予定価格の積算基準が非公開であるため予定
価格における人件費の比率も不明瞭のまま、業務実施に必要な作業員人件費が入札という価格競争にさ
らされ、「官制ワーキングプア」を作る原因となっていることです。
　国の福祉予算は毎年１兆円増加し、３０兆円にせまる勢いで増え続けており、一方で価格最優先の契
約制度による低入札で「官制ワーキングプア」を生み出す構造をつくりだし、他方で増え続ける福祉予
算 ( 生活保護費の増大など )と矛盾する予算編成が行われております。現在の契約制度の根本を改善し
ないと「官制ワーキングプア」問題は解決できません。また、公共サービスそのものが崩壊してしまいます。
　契約制度の改善要望は全国協会、地区協会、地方協会、協会員が一丸となって取り組む必要があります。
　公益契約事業委員会では今後も積極的に大阪市等の自治体に改善要望を続けてまいります。皆様の
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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公益・契約事業委員会（契約事業）

　府下市区町村の入札制度の情報等について、ご提供いただけますとたいへん参考になりますのでご協
力をよろしくお願いいたします（下記フォームにてFAXをいただければ幸いです）。

発注自治体名

入札案件名

予定価格 有　無 公開　非公開 　金額　　　　　　　　円

最低価格 有　無 公開　非公開 金額　　　　　　　　円

落札価格 公開　非公開 金額　　　　　　　　円

契約年数 1年・２年・３年・４年・５年・その他（　　　　）

入札日 平成　　　年　　月　　日

業務開始日 平成　　　年　　月　　日

入札方式 紙入札　　　　　電子入札

入札方式 指名競争入札　一般競争入札　その他（　　　　　　　）

大阪ビルメンテナンス協会　公益・契約事業委員会　FAX　06（6372）9145
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公益・契約事業委員会（契約事業）

〈 問題点① 〉　	 低入札による品質の低下
〈 解 決 策 〉　	 Ａ．業務履行確保のための最低価格制度の導入（予定価格の 83～ 90％）
	 Ｂ．履行評価制度の導入
	 　　（インスペクター制度の活用）
	 Ｃ．品質保証契約の導入
	 　　（仕様書から要求事項書へ・・・業務範囲、作業時間や作業人員の要求）
	 Ｄ．新規契約の際、試用期間 (３か月程度 )をへて本契約を締結
　　	 　　（３か月後の履行評価により品質保証を確認後本契約）

〈 問題点② 〉	 雇用の不安定化
〈 解 決 策 〉	 Ａ．長期継続契約（３年～５年）
	 Ｂ．契約事務コストの削減

〈 問題点③ 〉	 官制ワーキングプア
〈 解 決 策 〉	 Ａ．業務履行確保のための最低価格制度の導入（予定価格の 83～ 90％）
	 Ｂ．公契約条例等の法整備によるリビング・ウェイジ（生活賃金）の確保
　　	 　　（生活保護水準の収入を保証）

国、自治体の入札制度における問題点と解決策

別紙 1
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公益・契約事業委員会（契約事業）

別紙 2
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公益・契約事業委員会（公益の部）

「第２回ビルメン社会貢献セミナー」を終えて
誰もが安心して働ける契約制度の
実現に向けて

　平成 22 年 9月29日に行われた第２回ビルメン社会貢献セミナ
ーでは、昨今の公共施設における契約制度の実態やさまざまな問
題点を取り上げながら、労働集約型であり「新雇用産業」とも期
待されるビルメンテナンス業に密着した雇用の在り方を検証してい
くことを目的として開催いたしました。
　この開催にあたっては、大阪府における総合評価一般競争入札
制度導入に先立ち行われた「自治体ビル管理契約研究会」にも携
わられ、労働政策にも造詣が深い、福井県立大学教授　吉村臨
兵様をはじめ、大阪府総務部契約局　委託物品契約課課長、大
阪知的障害者雇用促進建物サービス事業協同組合（エル・チャレ

ンジ）理事長、当協会の公益・契約事業委員長にご登壇いただきました。
　セミナーの構成といたしましては、吉村臨兵様の基調講演により、公共サービスの捉え方やこれまで
の請負契約について、さまざまな事例を挙げて分かりやすく論点整理していただきました。また、パネリ
ストとして公共事業を発注される側の部署（契約局）、障がい者等の雇用を支え、中間的な役割を果たさ
れる支援機関と、公共事業を受注する側のビルメンテナンス業界の三者が、それぞれの立場からの率直
な意見などを交わしていただく機会を得ることができ、大変意義深いセミナーとなりました。

基調講演：「社会的価値の実現を目指す自治体契約制度」
福井県立大学　教授  吉村　臨兵 様

地域住民への公共サービス

　もともと公共サービスとは、公務員によって行われるものと限ら
れていた。世界的にみると、日本の公務員数は非常に少ないの
が現状。公務員数が少ないということは、税金の無駄遣いを省
けるようにも映りがちだが、議会などを通じたチェック機能が効
きにくいともいえるのである。

挨拶：梶山高志会長

福井県立大学教授　吉村臨兵様
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公益・契約事業委員会（公益の部）

　公共サービスの定義は、一般的にインフラや交通機関のように、サービスの受け手が地域住民となる
こと、たとえば公共サービスの民間委託としては、指定管理者などが挙げられる。公共施設の清掃業務
委託は、行政サービス（公共サービス）を受けにくる利用者が庁舎（共有する空間）で過ごしやすい環
境をつくるという点では、清掃業務も間接的な公共サービスといえる。

労務提供型の請負が持つ社会的価値

　清掃業務のような労務提供型の請負は、①労働者が豊かに暮らせるかどうか、②地域に活気が生ま
れるかどうか、③次の世代を育めるかどうか、という社会的価値に密接に関係してくる。わが国の論点と
なっている景気対策についていえば、給与が上がらなければ景気は悪いままということにもなり、そうい
った意味での公共性・社会的価値を体現するという点では、視野に入れておく必要がある。

市
し

場
じょう

主義と市
いち

場
ば

主義

　市
しじょう

場とは、問答無用の価格競争であるが、市
いちば

場では、価格またはそれ以外の意思疎通が行われてきた。
また、労働組合は「労働力」としての商品の加減を調整してきた組織であり、自由競争の中で、世の中
のバランスを取るものとして存在してきた。

誰もが安心して働ける契約制度とは

　今日の契約制度のさまざまな問題点を解決するひとつの方策として、政策入札が考えられる。また、
大阪府が試みた総合評価一般競争入札制度は、知的障がい者の雇用を評価の視点におき、事業者が
代わっても労働者の雇用を引き継ぐか（継続雇用）など、ビルメンテナンスの慣習が総合評価の内容に
盛り込まれている。
　リビングウェッジ条例では、生活賃金は保障されるが、雇用の引き継ぎをどうするのかといった課題点
も挙げられている。また、野田市の公契約条例は、相場賃金重視の志向様式が取られ、契約の事業者
に対して、地域別最低賃金よりも高い賃金を義務付けるというものである。この条例によって、ある水準
を設けることとなり、そこで労働者の生活は保障される。総合評価入札のような契約にかかる手間が省
けるというわけである。

総合評価一般競争入札制度について
大阪府総務部契約局　委託物品契約課　課長　瀧　信雄 様

　平成 15 年より総合評価一般競争入札制度が導入され、「価格、
その他の条件がもっとも有利なものを契約の相手側とする」とし
て、直接的な施設清掃業務、福祉施策の推進、環境対策等へ
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の目的に行われた。
　参加企業については、年々各評価項目ごとに非常に高い評価点を採られるようになってきた。これは、
入札参加企業が総合評価制度の趣旨、内容をご理解いただいた結果であり、全社が評価点で満点を取
得されることが、施策推進のうえで望むべきところである。しかしながら、評価点の格差が無くなると、
価格のみの競争に戻ってしまうということにもなり、総合評価制度導入の本来の目的が薄れてしまうこと
も考えられる。
　これからも、さらに効果的に実施していくため、施策推進に則したよりよい評価項目の設定、より分か
りやすく効果的な制度策定に向け、努力を重ねていきたい。一方、これまでの総合評価入札の状況は、
回を重ねるごとに参加企業が減少している。その原因として、一般競争入札にはない評価項目に対する
資料の作成が難しいことが考えられ、今後はできるだけ多くの参加企業を得られるように、資料の簡素化、
提出資料の軽減を検討していく所存である。

低価格による入札が引き起こす、さまざまな問題点
大阪ビルメンテナンス協会　理事　荒木　周

　委託役務の清掃業務の特異性については、入札物件の施設において、労働者は新規受託企業に雇用
されるケースが極めて多いことが挙げられる。また、受注金額（契約金額）の７割から８割が人件費であ
り、短時間労働者が多い。このような状況のなかで、とくにWTO政府調達協定の案件では、予定価格
の 60％以下で契約されるなど、作業品質に関しては「悪い」と言わざるを得ない。「いかに無理なことで
あるか」ということが分かっていただけるのではないかと思う。
　契約年数については、地方政府の物件については複数年契約が増えつつあるのだが、３年契約がほ
とんどを占める。
　また、現状の低入札契約では、時間当たりの単価が最低賃金相当額となっており、労働時間が短縮
されるなど、労働者の生活水準は下降をたどり、いまでは生活保護支給額よりも低い水準となっている。
平成 22 年 10月に改定された大阪府の最低賃金額は時給 779 円。生活保護支給の相当額を取得するた
めには、時給 900 円で働かなければ達しないというのが現状である。
　技術的な視点でいえば、作業品質の低下に伴い、建築物の環境衛生の悪化、素材の早期劣化など、
厳格な品質が保持されずに、しいては公共サービスの品質低下に繋がるのではないかと危惧している。
　
業界からの問題解決策の提案

　契約期間は、労働者との雇用契約期間に直結する傾向にあることや、また設備投資が可能になる点か
らも、５年契約（長期契約）が有効的ではないかと思われる。ただし、長期契約を締結するには、さま
ざまな問題が生じることも考えられる。それら予測される問題に関する解決策を考えてみた。

公益・契約事業委員会（公益の部）
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　◇委託業者の業務遂行能力に問題がある場合を想定し、契約解除を条文で明記する
　◇業務履行保証制度の導入
　◇第三者機関における品質検査
　◇生活できる賃金を保障するための条例の改定

安心して働ける労働環境とは

　自治体が発注する事業などでは、労働者が生活できる賃金を保障するための条例等の制定が必要な
のではないか。生活保護費よりも低い賃金しか受け取れない、このような状況を解決しなければ、安心
して働ける環境は作られないと考えている。

「働きたい」という障がい者の当然の望みを叶えていく福祉
大阪知的障害者雇用促進建物サービス事業協同組合　理事長　冨田　一幸 様

　福祉の目的は、人間らしく生きる権利を保障することと言われてきたが、もうひとつの側面は、すべて
の人たちが働きたいという希望を叶えることであり、これこそが重視される必要性がある。エル・チャレ
ンジは「働かねばならない」から「働きたい」という障がい者の当然の望みを叶えていける福祉をやって
いくことである。

福祉から雇用へ

●福祉の側から働く側へ
　少子高齢化がどんどん進んでくる、これからの日本を支えていくためには、働く人口を増やすことが
大切である。障がい者が福祉の側から働く側に代わるということは、非常に大事なこと。しかし、そ
れが「働かなければならない」という脅迫的な観念で行われるのではなく、「働きたい」という強いニ
ーズを持っているということに着目すれば、一つは二者択一的なことはやらない福祉、もうひとつは、
やる気を無くさせるようなことはしない福祉ではないか。要するに、できないことをたくさん並べて駄目
出しするのではなく、できることをさせてあげる、という考え方が大切なのではないか。

●福祉から雇用までの中二階という考え方
　エル・チャレンジの訓練現場は、障がい者が福祉から雇用に至るまでの、「中二階」を作りたかっ
たことからはじまった。中二階というのは、福祉が「コスト」ではなく、「投資」に変わったという姿だ
った。つまりインフラを作ったと考えれば、決して障がい者だけではなく、就職困難者をはじめとした、
350万人ともいわれる完全失業者の人たちにとっても、日本の社会における大切なインフラとしての役
割を果たすのではないか。しかもそれが低コストで行われれば、非常に大きな成果になっていくので
はないか。これがいわば福祉から雇用への考え方である。

公益・契約事業委員会（公益の部）
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雇用から産業へ

●障がい者雇用は、罰するより競う
　障がい者雇用の指標ともなっているのが法定雇用率。法律
により56人以上を雇用する企業は 1.8％の雇用率が達成でき
なければ罰則（罰金）を科せられ、達成できている企業には（い
ろいろな制約はあるのだが）納付金が受けられるようになって
いる。
　入札価格の下落により雇用が非常に不安定であったビルメ
ンテナンス業界、予定価格よりも急落していく現状を見兼ねた
大阪府、このような八方塞がりの現状の打開案として、「障が
い者雇用は、罰するより競うほうがいい」と考え、エル・チャレンジは大阪府に総合評価一般競争入
札制度への入札制度改革を提案した。
　その総合評価制度の背景にある公共事業は 65 兆円産業と言われており、雇用の観点からも大変
莫大なマーケットであるといえる。現在の総合評価の仕組みでいうと、おおよそ５人に１人が障がい者
という計算になり、その他就職困難者やホームレス等も換算され、波及効果を含むと、ビルメンテナ
ンス業界への新雇用産業としての期待は大きく、このような効果を全国に広げることができたら、およ
そ10万人にもおよぶ就職困難者の雇用が生まれる計算になる。同時に、予定価格により近い価格で、
障がい者雇用を競うということが可能になるのではないか。

●仕事ができる、仕事をつくる、福祉を興す
　産業という観点では、「企業が儲からないと雇用が生まれるはずがない、産業が発展しないと雇用
が生まれるはずがない」と考えるのは当たり前のこと。福祉からみると、介護や看護、生活支援など、
直接的なサービスのみでなく、生活していくうえでのさまざまな支援をターゲットとしたマーケット（ソー
シャルマーケット）が必要であり、推定 75 兆円とも言われている。
　また、公共事業に携わるものが、公共への顧客サービスを考えだしたら、たとえば公共施設の利用
頻度が増大すれば、地域住民が元気になる、さまざまな知恵や文化が生まれる、住民自治がスムーズ
になるなど、大変大きな経済効果が期待できるはずである。そこに公共財が福祉を興すという意味で
の新しい役割を果たしてくれるかもしれない。それが回り回って、雇用をつくり、福祉をつくっていく
には、そうした都市生活のインフラで福祉を興していくという考え方が必要なのではないか。

　　
●「お客様」として捉える
　BOP（ボトム・オブ・ザ・ピラミッド）と言われるように、世界はピラミッドのように、豊かな人が極
わずかで、圧倒的に貧しい人が多く、一日に１ドル以下で働いている人が 70％ぐらいいるといわれてい
る。これまで福祉の対象者として見てきた人 を々、「お客様」と捉えることによって、マーケットができ
ないか。福祉を供給されるという考え方から興していくという考えになれば、そこから産業が生まれる。
　産業が生まれたら雇用が生まれ、雇用が生まれるところには中二階の就労支援が大変役に立つの

公益・契約事業委員会（公益の部）
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公益・契約事業委員会（公益の部）

ではないか、という好循環を遂げていく社会が大切であり、そのような仕組みが、エル・チャレンジの
これから目指すものなんだろう。

福祉・雇用・産業のトライアングル

　事業を通じて、多様なかたちで働ける場を作っていく。たとえば従業員の25％が障がい者である会
社は、「雇用率が 25％、大したものだ」とも言えるが、違う言い方をすれば、「75％の障がい者でない
人の雇用を作り出している」とも言える。このようなものの発想により、好循環の流れに変えていくこ
とができるのではないか。
　福祉と雇用と産業がトライアングルになって循環していく仕組みを作ることで、福祉コスト等にかか
るお金をもっと効率的に回せるのではないか。雇用や福祉、産業を切り離して考えていくのではなく、
繋がっていくという考え方が大切なのではないかと思う。
　大阪ビルメンテナンス協会とエル・チャレンジと大阪府とのトライアングルで作った関係や仕組みは、
そういうことを示唆しているようでもあり、この関係の有りようを、さらに深く世の中に広げていきたい。

セミナーを終えて

　昨今の契約制度は、その時代の社会ニーズに合わせ、少しずつ変化を遂げてきました。これから
は、福祉・雇用・環境などの社会的な視点を取り入れながら、産業を発展させていくことが大切であり、
やらなければならない対策ではなく、大きなマーケットが広がっていると考えれば、ビジネスチャンス
にも繋がるかもしれません。大阪府では、ビルメンテナンス業界、福祉機関、行政のそれぞれの働き
かけにより、全国初の総合評価一般競争入札制度が生まれました。「新雇用産業」とも期待される私
たちビルメンテナンスの業界では、労務提供型であるがゆえに、人材育成などのマネジメント能力に優
れ、①労働者が豊かに暮らせ、②地域に活気をもたらし、③次の世代を育むことができる社会的価
値を秘めていることを、このセミナーを通して、あらためて認識することができました。
　「働く」ことは日本の経済や産業を発展させ、社会福祉や環境を支えていくためのいちばんの原動
力となります。これからもさまざまな立場から、「働く」ことについて考え、「誰もが安心して働ける職
場環境」を目指して、「誰もが安心して暮らせる社会」に繋げていきたいと考えます。

……………………………………………………………………………………………………………………………

（Endnotes）
1　	BOP 経済ピラミッドの底辺（Bottom	of	the	Pyramid）の略で、おもに途上国における経済的貧困層
を指し、Base	of	 the	Pyramidとも言われている。世界の所得別人口構成で、年間所得 3,000ドル以下
の世帯をBOP層と位置付けられている。アジアが最大の市場といわれるなか、BOP層は世界人口の約
７割に当たり、潜在的な市場は５兆ドル規模にのぼるといわれている。
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労務委員会

平成２２年度労働衛生大会報告

　開催日時　　平成 22 年 9 月 24 日　午後 13 時 30 分より
　会　　場　　ドーンセンター（大阪府立男女共同参画・青少年センター）
　式 次 第　　開会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　大川 副会長
　　　　　　　ご挨拶　　　大阪労働局労働衛生課長　　　本多　耕造　様
　　　　　　　ご講演　　　テーマ「高齢化時代の安全衛生について」
　　　　　　　　　　　　　大阪労働局労働衛生課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働衛生専門官　　小山　信二　様
　　　　　　　特別講演　　テーマ「これからの健康管理について」
　　　　　　　　　　　　　大阪府立健康科学センター
  　　　　　　　健康度測定部長  医学博士　　木山　昌彦　様
　　　　　　　閉会挨拶　　労務委員会 委員長　　　　　  長井 委員長

　開会挨拶として、( 社 ) 大阪ビルメンテナンス協会大川副会長より、日頃の各
会員企業様、会員企業社員様始め、関係者に対して開催主催である労務委員
会を代表して労働安全衛生に多大なご協力とご支援を頂いている旨の謝辞とと
もに、今後とも我 ビ々ルメンテナンス業の根幹である労務管理のもっとも重要な
安全衛生面について適切な情報提供をさせて頂く等の報告がありました。
続いて、ご来賓である大阪労働局労働衛生課長の本多耕造様よりご挨拶を頂
き、日頃の労働
安全衛生行政へ
の協力に対する
謝辞及びご挨拶

を頂戴しました。
　講演として、まず大阪労働局労働衛生課
労働衛生専門官の小山信二様より「高齢化
時代の安全衛生について」と題して◇労働
災害発生状況 ( 大阪労働局管内 )	◇平成
22 年全国労働衛生週間スローガン「心の
健康維持・増進　全員参加でメンタルヘル
ス」◇高齢化時代の安全と衛生の大きく３
つの議題に絞ってご講演を頂きました。続

ご挨拶：本田耕造様
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労務委員会

いて、大阪府立健康科学セ
ンター健康度測定部長　医
学博士　木山昌彦様より、
「これからの健康管理につい
て」と題して特別講演を頂
き、これからの健康管理の
基本は、“自分の健康は自
分で育てること”であり、そ
のために「身体のしくみ」を
知り、「正しい食生活」を実
践することが大切であるとのお話や、健康管理の実践活動の報告として　①過労をさけて睡眠８時間の
確保　②栄養の優先順位に着目し、ゆっくり噛んで、毎食均等に栄養素に不足のない食事を心がけ、食
事摂取時刻を正しくすることなどを、パワーポイント等を使用しながら、ユーモア溢れる優しい語り口で、
少々重くなりがちなテーマを分りやすくご説明頂き、有意義な時間を過ごさせていただきました。
　その後、閉会挨拶として、労務委員会委員長の長井より、本日の各ご来賓に対する感謝の言葉に続き、
本日の出席者の方々並びに本大会開催に尽力したスタッフ一同に対する労い言葉を頂き、閉会の挨拶と
いたしました。また、来年度も安全大会、衛生大会とも本日と同じドーンセンターにて開催されることが、
すでに決定している旨の報告及び再度ご出席のお願いも併せて行いました。

　最後に、恒例の抽選会を催し、盛会の内に閉幕
となりました。
平成 22 年 9月24日　労働衛生大会　参加者数
大阪協会正会員　81社 281名
大阪協会賛助会員　２社２名
非会員　９社　12 名
各地協会　５協会　８名
関西ガラス外装クリーニング協会　５名
他合計　３３２名のご参加を頂きました。
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警備防災部会
2010 年度全体集会実施結果

　警備防災部会は、平成 22 年度の活動総括としての全体集会を 11 月 22 日（月）に加盟会社 44
社 66 名の参加を得て開催しました。
　内容は、警備業務に関する当面の諸問題等及び、消防法改正に伴う「大規模地震に対応した消防
計画」並びに、事故事例・苦情事例集の編纂説明等で、その概要等活動状況を紹介します。

１．警備業務に関する当面の諸問題と課題について
　　　　　　　　　　　　　　

大阪府警察本部生活安全部生活安全総務課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐　警部　池	田　直	人	氏
講演要旨

（１）府下における犯罪情勢
　　　平成 21 年度中の刑法犯発生状況は、182,537 件で前年比△19,279 件
9.6%の減少であったが全国ワースト２の汚名は依然として拭い切れていない状
態である。

（２）府下における警備業の実態
　　　府下の全警備業者数は、平成 21 年末現在で、1,142 業者であり、ここ数
年はほぼ横這い状態であった。業者の内訳は、府下に主たる営業所を置く４
条業者が 892 業者、府下に支店等の営業所を置く９条前段業者が 143 業者、府下に営業所を設け
ず府下で警備業務を行う９条後段業者 107 業者で、９条前段業者は前年と比較し減少している。

（３）府下の警備員数の実態
　　　警備員数は、平成 21 年末現在で52,303 人で、前年比 1,559 人増加している。警備員の男女別は、
男性警備員 49,843 人、女性警備員は2,460 人で、女性警備員は全警備員の約 4.7%を占めている。

（４）労災事故関係
　　◇全産業及び警備業における死亡災害の推移
　　　平成 22 年１月～７月までの間で、全産業 574 件に対して、警備業は18 件となっている。また前年と
比較すると全産業の66 件増に対し警備業は７件の増加である。警備業における死亡災害は、交通事
故８件で全体の44.4%で、次は、はさまれ、巻き込まれが６件 33.3%であり、２号警備業務の交通事
故が約半数を占め留意する必要がある。

（５）配置基準（警備業法第 18 条 特定の種別の警備業務の実施）
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①交通誘導警備業務における配置基準

警備業務の種別 警備員 配置人員

交通誘導警備業務（高速自動
車国道又は自動車専用道路に
おいて行うもの）

交通誘導警備業務に係る一級
又は二級の検定合格証明書の
交付を受けている警備員

交通誘導警備業務を行う場所
ごとに、一人以上

交通誘導警備業務（公安委員
会指定 41 路線において行うも
の）

交通誘導警備業務に係る一級
又は二級の検定合格証明書の
交付を受けている警備員

交通誘導警備業務を行う場所
ごとに、一人以上

　（留意点）
　◇「駐車場を管理する業務」を請負って、主として駐車場内の誘導を行っているのであっても、契約
業務の中の一つとして、駐車場出入り口付近での事故の発生の防止等となっているようなものは、実
態として交通誘導警備業務を行っているものと考えられ、その道路が指定 41 路線に該当する場合は
配置基準が掛かってくる。

　◇配置基準の義務は、警備業者ごとであり、常時、検定合格警備員が当該警備業務を実施しなけれ
ばならない事となっており、トイレに行くなど社会通念上継続していると認められる場合以外は、検定
合格警備員が現場を離れれば、配置しているとは言えなくなる。

全体集会参加者の熱心な受講風景
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②雑踏警備業務における配置基準

警備業務の種別 警備員 配置人員

雑踏警備業務

雑踏警備業務に係る一級の検
定合格証明書の交付を受けて
いる警備員

場所の広さ、予想される雑踏の状況等の事
情により適正な雑踏警備業務を確保するた
め二以上の区域に区分される場合で、一つ
の警備業者が複数の区域を担当するとき
は、その複数の区域を統括管理する者とし
て一人

雑踏警備業務に係る一級又は
二級の検定合格証明書の交付
を受けている警備員

雑踏警備業務を行う場所ごと（場所の広さ、
予想される雑踏の状況等の事情により適正
な雑踏警備業務を確保するため二以上の区
域に区分される場合は、それらの区域ごと）
に一人以上

　◇警備業者が雑踏警備業務を行う場合は、必ず最低一人の雑踏警備業務の一級又は二級の検定合
格証明書の交付を受けている警備員を配置しなければならないのであって、その担当の状況によって、
配置しなければならない検定合格警備員が増えるという事である。

　（留意点）
　◇配置基準は警備業者ごとの義務
　　　雑踏警備業務を行う場所を区域分けにせずに、全体が一つの区域である場合で、その中で複数
の警備業者が雑踏警備業務を担当する時に、複数の警備業者の内の一警備業者が一人の検定合
格警備員を配置すれば、他の警備業者は配置しなくてもよいと勘違いしている警備業者があるが、こ
の義務は、警備業者ごとの義務であり、警備業者が雑踏警備業務を行う場合は、それぞれの警備
業者に配置基準が掛かることを認識すること。

　●雑踏警備業務の定義を認識
　　　「雑踏」とは、「多数集まった客等が混雑により転倒し負傷すること」等を警戒し、防止する業務、
つまり、「人の雑踏の整理」を行う業務を実施しておれば、その業務は雑踏警備業務に該当するも
のと考えられ、配置基準に掛かってきます。特に、実施しているのは施設警備業務であるとしても、
その業務の中で、前記の「雑踏警備業務の定義」に該当するものは、雑踏警備業務であるという
考え方である。

　（参考事項）
　①配置基準が遵守されていない場合は、検定合格警備員配置義務違反となり、行政処分［営業停
止等］の対象となる。

　②検定合格証明書の携帯義務と提示義務
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　●雑踏警備業務における検定合格警備員の配置基準の具体例
　　◇各区域に、区域内の警備員を指導する者として、２級検定合格警備員を１人以上配置する。
　　◇一の業者が複数の区域を担当する場合には、複数の全区域を統括する者として、１級検定合格
警備員 1人を配置する。

（６）立入検査実施結果について　警備防災部会

違反態様等 平成 20 平成 21 違反態様等 平成 20 平成 21

認定証掲示義務 1 11 教育義務 22 20

各種届出虚偽記載 − − 指導監督義務 5 1

11 条変更等届出 19 12 指導教育責任者不選出 3 3

11 条廃止届出 − − 基地局備付不整備 5 5

警備員の制限 2 2 営業所備付不整備 116 78

服装（変更）届出 8 − その他 18 143

合　　計 199

◇営業所備付書類不整備の違反が全違反件数の約 54.5% を占めており、以下、教育義務違反、11
条変更届出義務違反の順である。
◇事件送致は２件（雇用対策法違反及び出入国管理及び難民認定法違反）
◇行政処分は 13 件（営業停止５件、教育義務違反５件）指示処分８件（教育義務違反５件、営業
所備付書類不整備２件、基地局備付書類不整備１件であった。）

　◇平成 22 年立入検査で事件送致２件（認定関係違反で営業停止中に他社の警備員を使って営業を
した者及び認定更新期間経過の業者が営業を行った無認定違反）。　

警備防災部会
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第１．警備業務に関する当面の諸問題と課題について

大阪市消防局予防部担当係長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防司令　濱	田　悟	史	様
講演要旨

１　消防法令の一部改正について
　東海地震、東南海、南海地震や首都直下型地震の発生が切迫している状
況を踏まえ、新たに一定の大規模・高層の建築物について、自衛消防組織の
設置と防災管理者の選任及び火災以外の災害に対応した消防計画の作成を義
務付けられた。

２　防災管理に係る消防計画の作成　資料 No.１
　地震等の災害による被害の軽減のため、管理権原者の指示を受けて、防災管理者が作成する。

（特徴）
◇地震発生時の被害の想定及びその対策について盛り込むこと
◇訓練結果等を検証して消防計画を見直すことを明文化
◇地震については被害を軽減させるための予防対策も含め計画
◇NBCR災害については、関係機関への通報及び避難誘導実施を求める

３　消防計画作成の流れ
　（１）ステップ　①	⇒　防火対処物の状況の調査・分析（利用形態・建物形態、設備等の状況）
　（２）ステップ　②	⇒　地震の規模等の想定（地震の大きさ・発生時の条件）
　（３）ステップ　③	⇒　防火対象物の被害想定（被害の態様・被害想定）
　（４）ステップ　④	⇒　防火・防災安全上の目標設定（目標設定）
　（５）ステップ　⑤	⇒　対応行動の具体化（予防的事項・応急的対策事項）
　（６）ステップ　⑥	⇒　活動優先度、自衛消防組織等の検討（具体的活動内容の整理・組織編成、
　　　　　　　　　　　	人員、資機材の確保）
　（７）ステップ　⑦	⇒　消防計画への反映

４　被害想定
　（１）地震の規模等の想定
　　①　基本的に震度６強程度の地震を共通的に想定する。
　　②　発生する時間帯、自然条件については最も大きな被害が想定される時間・条件を基本とすると
ともに、特徴的な差異（例、宿泊施設における昼夜の対応行動の違い等）が生じる場合も考慮する。
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　（２）防火対象物における被害の想定　※資料 No.３
　　　「地震発生時の被害想定例」を参照し、縦の欄「被害種類と考慮すべき態様」に横の欄（1）
被害想定（被害の具体的な事象）（2）被害個所数・場所（3）防火防災安全上の目標（4）対
応行動の具体化（予防的事項と応急的対策事項）（5）活動優先度（6）必要となる自衛消防組
織に当てはめる。

　　　　①　建築物構造等の基本被害（標準的な付与条件を考慮する）
　　　　②　建築設備等の被害（標準的な付与条件を考慮する）
　　　　③　避難施設等の被害（標準的な付与条件を考慮する）
　　　　④　消防用設備等の被害（標準的な付与条件を考慮する）
　　　　⑤　収容物等被害（標準的な付与条件を考慮する）
　　　　⑥　ライフライン等被害（標準的な付与条件を考慮する）
　　　　⑦　火災等の発生派生的に生じる被害等（標準的な付与条件を考慮する）
　　　　⑧　人的被害（標準的な付与条件を考慮する）
　　　以上８要件に関する被害を想定し、予防的事項、応急的対策事項を具体化する。

５  消防計画の改善・見直しに係る PDCA 手法　資料 No. ２
　　　消防計画作成にあたっては、消防法施行規則第５１条の８及び消防計画作成ガイドラインに沿
って、各事業所の様態に合った計画として作成することとなっているが、まず被害想定を実施し、
その対応行動の具体化を行じこれらを踏まえて消防計画を作成することとなっている。（予防的、
応急対策的事項）

６  消防訓練モデルプラン　資料 No.５
　　　大規模地震（震度６強）発生及び地震に伴う火災発生に対応した地震対応能力の向上と、被
害の軽減を図る事を目的に、消防訓練の実施に係るモデルプランを作成する。

　	　※消防訓練のビデオ視聴
　　最後に、大阪市内某ビルの大規模地震災害を想定した消防訓練の実施状況のビデオを視聴しまし
たが受講者全員から、避難誘導などの実践的な訓練の重要性を認識したとの感想が寄せられてお
ります。

参考
　本講演で配布された「資料」は次の通りでありますが、必要な方は警備防災部会事務局に申込み下
さい。
資料No.	１	=	「大規模地震等に対応した消防計画について」
資料No.	２	=	「消防計画の改善・見直しに係るPDCA手法」
資料No.	３	=	「地震発生時の被害想定」
資料No.	４	=	「消防計画届出時チェックリスト」
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資料No.	５	=	「消防訓練モデルプラン」

第３．適正な警備業務の推進対策
　　　「事故事例集・苦情事例集」の編纂と
　　　活用上の着眼点について

警備防災部会

専門委員　釘	宮　睦

１．事故事例集・苦情事例集の編纂について
　　　
　　　事故事例集は平成７年３月に第１集が編纂され、今回で４回目の発行となりました。
　　　この事故事例等は、当警備防災部会の各委員の方々が自社で実際に取扱った実例を提出して
戴いたものをまとめたものです。

　　　今回の事故事例集の特徴は、発生状況と原因、処置・対策等を簡単に列記して、事例内容が
分かり易く各事例の項目を統一して記載し、更に苦情事例は、原因究明、弁明の内容、改善結
果等について各項目ごと簡単に記載し、苦情への対応要領をまとめたものであります。

　　　特に「苦情事例」は、法定（施行規則）で規定された要件を充足するものでなく「苦情処理簿」
の整理記載の参考資料に活用して戴きたいと思います。

　　　また、事故事例の原因や処置、対策の補足資料として、緊急事案（危機事象別）対処マニュア
ルを添付しましたので適正な業務の推進対策として活用して下さい。

　　　この事故事例等を事案の種別ごとに第１章から第 12 章に分類して記載し、事例内容が判読し
やすく編集しましたが、各章分類の内容によっては他の章に属する事例もあり、妥当な分類とは言
えない面が見られますのでご容赦下さい。

　　　各章の序文には、対応の極意（着眼事項や留意事項）を列記し各事項の効果的な活用対策を
付記しましたので参考にして戴きたいと思います。

２．事故事例集等の活用上の着眼点について

　　　事故事例集は警備員の法定教育を始め指導監督等の教材として、この事例を自社のものと捉
え、生きた実例として紹介し、誰もが犯しやすいミスを防止する方策に活用して戴きたいと思います。

　　　警備業務の実施に際し遭遇する事故や事件は多種多様で、その機会は数多くあります。しかし、
私達が遭遇する機会は、そんなに多いとはいえず、その対応に苦慮することが多いのも事実です。

　　　この事故事例集は、他人の体験した事故事例を自分のものとして捉え、業務の適正な処理並
びに信頼確保の教材として活用して戴きますようお願いします。
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３．事故発生時の的確な措置の着眼点

　　　事故等が発生した時は、的確な措置を行い平穏な状態に早期に回復することは警備業者の義
務であり、事故や苦情事案の対処要領には、色 な々対策があると思われますが、先ず第一に発生
した事故に対して「なぜ起きたのか、どうしてなのか」という問いを抱いて対処要領を見極める事
が必要と思います。

　　　この問い（提起）に対して、六何の原則（５Ｗ１Ｈ）に当てはめて問題点を見極めることが肝要
と思います。

４．緊急事案（危機事象別）対処マニュアルについて

　　　危機事象別の（	1	）火災対策マニュアル及び（	2	）地震対策マニュアル、については、「大規
模地震等に対応した消防計画」（防火・防災消防計画）を策定し、その計画に基づく「初動対応
マニュアル」を整備して初動措置体制を確立されますようお勧めします。

　　　　　　　　　①措置すべきは何か
緊急事案対策　＝　②どんな対策が必要か
　　　　　　　　　③運用体制はどうするのか
　　　　　　　　　　　　　　　　（人員配置・運用・分担）
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東京・大阪ビルメンテナンス協会
第２１回 情報交換会

1. 情報交換会の目的
　社団法人東京ビルメンテナンス協会と社団法人大阪ビルメンテナンス協会は、設備部会に関する情報
を相互に交換し、ビルメンテナンス業における設備管理の資質向上に資する事を目的としています。交換
会では、調査研究成果の発表や、ビル設備管理に関する問題点を提起し、その解決策を探るなど、取
り組みは多岐にわたっています。

2. 日程
　　1）ビルメンテナンスフェアTOKYO2010見学　　平成２２年１１月１８日（木）　１３時より
　　2）本会議　　　　　　　　　　　　　　　　			平成２２年１１月１９日（金）　１０時より

3. 参加者
　　（社）東京ビルメンテナンス協会　３０名
　　（社）神奈川県ビルメンテナンス協会　２名
　　（社）大阪ビルメンテナンス協会　１６名

　東京協会との設備保全部会の情報交換会は上記日程
で開催されました。
　初日の18日は、今回初めての試みとして社団法人東
京ビルメンテナンス協会主催の「ビルメンテナンスフェアＴ
ＯＫＹＯ2010」を見学して頂こうという事で先ずスタートし
ました。
　このフェアは、東京都立産業貿易センターで11月17日・
18日の２日間で開催しました。主に、清掃用具の紹介が
されておりましたが我々設備部会は13 時から行われまし
た。
　「ビルオーナーの省エネ対策とビルメンの対応」をテーマとしてビルオーナーの団体である（社）日本ビル
ヂング協会連合会の方から「オフィス分野における低炭素社会実行計画」をテーマに、ビルオーナーが考
える省エネ対策を説明して頂きました。それに対してビルメン会社（ジェイアール東日本ビルテック㈱・大星ビ
ル管理㈱）による省エネ対策を各々説明をして頂き、会員会社の取り組みをアピールしました。
　２日目の19日は、ビルメンテナンス会館において午前 10 時より情報交換会を開会しました。
　開会の辞として東京協会の丸橋理事、東京協会挨拶として原田副会長、大阪協会挨拶として大川副会
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長より挨拶がありました。
　その後、基調講演として「オーナーが望むビルメン
テナンスへの要望」というテーマで（社）東京ビルヂ
ング協会の専務理事の黒田正輝様より講演をして頂き
ました。
　先ず、オフィスビル賃料及び空室率の推移を東京と
大阪に分けて説明をされました。それから、オフィスビ
ルにおけるリスクマネジメントの説明では①防火・防災
対策②耐震化促進の動きについて③バリアーフリー対
策④インフルエンザ対策についてそれぞれ説明をして
頂き、オーナーがビルメンテナンス事業者に望む事として次の５点を挙げられた。

１）オフィスビル経営においては、リスクマネジメントが最も重要
２）経済のグローバル化、不動産の証券化の進行等とともに、ビルマネジメントの高度化が進行
３）ビルの大型化・複合化、オフィス環境の変化等への対応
４）ビルの日常管理は、ビルの評価に直結
５）ビル管理の品質向上は、従業員の知識、技能・技術、高い職業意識により実現

　オーナーにとってビルメンテナンス事業者は重要なパートナーである事を認識して頂く為の貴重な講演
をして頂きました。
　休憩・昼食をはさんで１２時３０分より３つのテーマに分かれての分科会を実施しました。
　第一会議場（地下１階会議室）では東京協会の富永委員の進行で「人材のレベルアップ向上に関
する講習用テキストについて」討論が実施された。
　第二会議場（４階センター室）では東京協会の山口委員の進行で「現場におけるクレーム対応の
仕方について」討論が実施された。
　第三会議場（１階会議室）では大阪協会の富松委員の進行で「設備管理の品質向上」討論が
実施された。
　その後、再度全員が４階会議室に戻り、それぞれの分科会の報告会が行われました。
　第一会議場では東京協会の宮田委員、第二会場では東京協会の松浦委員、第三会場では、大
阪協会の伊井委員がそれぞれの分科会報告を発表されました。

　続いて、東京協会原田副会長、大阪協会大川副会長の情報交換会
全体総括を述べられました。（主に両名とも３つの分科会を視察し、3会
場での感想を述べられました。）
　閉会の辞の前に予定を変更して、是非ともという事で全国ビルメンテナ
ンス協会の興膳理事、中村部長よりビルオーナーに提案することができる
人材として「ビル省エネ診断技術者」の養成と認定を行う制度を創設し
たことについてのセミナー案内を紹介頂きました。
　最後に東京協会の高安理事の閉会の辞をもって第 21 回の情報交換
会を終了しました。



　

　1つ目は受験勉強です。
　一昨年 12月毎日のように通ってきて 2時間近く
一心に勉強する年配の女性を目にしました。何を
読んでいるのかと見ると、1冊はビルクリーニング
技能検定問題集（クリー
ンシステム科学研究所）
であり、もう 1 冊はビ
ルクリーニング学科演習
問題集（( 財 ) 建築物管
理訓練センター）でした。
昨年2月のビルクリ技能
士の学科試験のために問
題を書き写して一生懸命
に勉強していたのです。
2週間近く通い詰めて受
験勉強をし見事 21 年度
のビルクリーニング試験
に合格し、長妻厚生労働
大臣名のビルクリーニン
グ技能士の資格を取得し
ました。

　２つ目は、昨年 5月頃、愛媛県から母娘で来室し、
清掃に関する書籍を調べているのに気づきました。
話を聞くと「本年 10月に清掃会社を立ち上げるの
で、どんな書籍が参考になるか調べている」との

ことであり、オービッ
トを知ったのは「ホー
ムページで見て知り大
阪まで来た」とのこと
でした。担当より清掃
に関する書籍、またど
ういう研修があるか聞
いて、大変参考になっ
たと言われて帰られま
した。その後、母娘は
昨年 7 月に ( 社 ) 関西
環境開発センター主催
の「清掃作業従事者研
修レディスコース」も
受講し着々と会社運営
の基礎を作っていった
とのことです。

「 オービット往来人 」
OBM事務局

　(注 )「ビルクリーニング技能検定模擬問題集　21年度版」
ビルクリーニング技能検定合格への手引きで過去3年間の問題も掲載されています。毎年発行　定価3,400円

「ビルクリーニング科　学科演習問題集」非売品

活用のススメ
Vol.7

　オービットの存在が序序に知られてくるようになり、様々な人に色んな利用をして
いただいています。その例を紹介します。
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賛 助 会賛 助 会
コ ー ナ ー

Ｏ
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◆ 謹　賀　新　年 ◆
皆様のニーズにお応えする賛助会員として頑張ります

今年も宜しくお願い申し上げます。
賛助会一同

「ビューティークリーンオートⅢ」

取り付けるだけで、押しボタン式小便器がセンサー式に。　 　　

自動的に薬剤が流れて便器を洗浄。　　　　　　 　　　　　　　

尿石やニオイを抑制し薬剤の働きで、排水管の腐食を抑制します。

株式会社ダスキン

HPアドレス	 http://www.duskin.jp
連　絡　先　　〒564︲0051　大阪府吹田市豊津町１番33号
　　　　　　　TEL：06︲4861︲5015　FAX：06︲4861︲5004

ビューティークリーンオートⅢ

　４週間標準レンタル料金

3,465円（税込）

　洗浄・部材・取付費

10,500円（税込）
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　1995年７月に発売を開始し、数々のドライ管理職場でご愛用いただいております電子高速バ
フィングマシン：クリーンスター『DE―500』が、よりコンパクトになって再デビューしました。

【特　徴】
　 『コンパクト性』　20インチバッテリーバフィングマシンでは、業界
トップクラスの『コンパクト性』を実現しました。従来機に比べ全長
18.8cm（15%）のコンパクト化に成功しました。これまで作業が難しかっ
た『売り場』や『狭い場所』のバフィングも安全に作業できるようにな
りました。

　 『簡単操作』　基本操作や運転情報は、一括してコントロールパネルへ集
約しました。充電器は内蔵型でコンセントに差し込むだけ、バッテリー
液面センサーやエラー表示機能付きアワーメータなど、安全・安心運転の装備を充実しました。

　 『最適パッド圧自動制御』　パッドモーター電流値を検知し安定した磨き効果を実現します。３
段階に設定できるパッド圧は、どなたでも同じ仕上りレベルの光沢回復が可能です。

　 『メンテナンス性向上』　本体の上部カバー及びコントロールボックスは共に跳ね上げ式のた
め、各部の点検やバッテリー液補充が簡単にできます。

　お客様の美観レベルをさらに向上させる『DE―510』を是非、体感ください。
　デモンストレーションにつきましては下記までご用命ください。

アマノ株式会社　大阪支店クリーンシステム　（06―6531―9915）

アマノ株式会社　大阪クリーンシステム営業所

HPアドレス　http://www.amano.co.jp/
連　絡　先　　〒550︲0012　大阪市西区立売堀１丁目６番17号
　　　　　　　TEL：06︲6531︲9915　FAX：06︲6539︲2061

DE–510
《新型》電子高速バフィングマシン
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コニシ株式会社

HPアドレス	 http://www.bond.co.jp/
連　絡　先　　〒541︲0045　大阪市中央区道修町1‒7‒1　北浜ＴＮＫビル
　　　　　　　TEL：06︲6228︲2911

《新製品》スフィーダ

　多くの皆様のニーズに対応すべく新製品「高光沢樹脂仕上剤　スフィーダ」の発売を致しまし
た。コニシの特長であるエコパック商品（２㎏×９袋）・ポリペール缶18L の２種類の容器での
発売を行いました。優れた作業性と仕上がりを是非ご実感下さい。
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「MＥＧＡＭＡＮ」ランプ
省エネランプレンタルシステム

株式会社サニクリーン近畿

HPアドレス　http://www.sanikleen.co.jp
連　絡　先　　〒564︲0043　大阪府吹田市南吹田5‒14‒29
　　　　　　　TEL：050︲3538︲3290　FAX：06︲6385︲5908



賛
助
会
コ
ー
ナ
ー

71

装栄株式会社　大阪本社

HPアドレス　http://www.sohei-net.co.jp
連　絡　先　　〒550︲0026　大阪市西区安治川２丁目１番４号
　　　　　　　TEL：06︲6584︲1791　FAX：06︲6584︲1793

　酸性特有の刺激臭を抑えた低臭タイプで、食品添加物認可の原料が主成分の『さび取り剤』です。

　スチール・ステンレス・非鏡面石材・タイル等様々な素材でご使用いただけ、塗って軽く擦る

だけの簡単な施工で驚くほどきれいに錆が落ちます。

ご使用方法

　①　錆に対して【Mr. サビック】原液を刷毛やブラシで直接塗布します。

　②　柔らかめのパットもしくはクロスにて擦ります。

　③　錆が取れたら十分な水で洗い流して下さい。

　④　落ちない場合は、もう一度原液をかけ、②～③を繰り返して下さい。

　⑤　最後にアルカリ性洗剤にてしっかり中和して作業を終了して下さい。

　　※　 アルカリ洗剤は素材にやさしい （トライアル）を

推奨いたします。

　　※　アルミ及び大理石または特殊加工素材への施工はしないで下さい。
Mr. サビック　１㎏
12本入／１ケース



賛
助
会
コ
ー
ナ
ー

72

『最少のケミカルで、最大のメンテナンス効果』

　ビルメンテナンスの最重要目的である、「良好

な環境衛生の確保（感染症対策）」及び「ＥＣＯ

メンテナンス（CO2削減）」を、「低コスト」で

実現出来る「フロアドレッサーシリーズ」をご提

案します。

【ＦＤシリーズ　ラインナップ】

　①  FD―6060：化学床材専用フロアドレッサー

　②  FD―6070：木質床材専用フロアドレッサー

　③  FD―6080：石質床材専用フロアドレッサー

　④  FD―6060H：抗菌剤配合フロアドレッサー

新製品　

　FD―7000： 下地樹脂塗膜の改質・強化・補修

用高級樹脂ワックス

　　　　　　 製品荷姿：18Lポリ容器

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　4Lポリ容器

　　　　　　※ 上記製品の「使用方法」などにつきましては、弊社営業担当者より、

詳しくご説明させていただきますので、お気軽にご連絡下さい。

武田化工株式会社

HPアドレス　http://www.takeda-c.com
E - m a i l	 takeda-v@crest.ocn.ne.jp
連　絡　先　　〒661︲0985　尼崎市南清水 1―24
　　　　　　　TEL：06︲6491︲2306　FAX：06︲6491︲3821

「フロアドレッサー（FD）シリーズ」

１

２

３

４
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株式会社テラモト

HPアドレス　http://www.teramoto.co.jp
連　絡　先　　〒550︲0012　大阪市西区立売堀３丁目５番 29号
　　　　　　　TEL：06︲6541︲3333　FAX：06︲6531︲2323
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オキシヴィルファイブ
施設・備品の二次汚染対策用 多目的高レベルクリーナー

ディバーシー株式会社

HPアドレス	 http://diversey.co.jp
連　絡　先　　〒532︲0033　大阪市淀川区新高 3‒1―2
　　　　　　　TEL：06︲6392︲1531　FAX：06︲6395︲2770

　医療・福祉の現場はもちろんの事、様々な現場において安心・安全・衛生的な室内環境をお届
けしたいディバーシーから、米国で広く普及しているＡＨＰ（活性化過酸化水素）を主成分とし
た日常管理用除菌洗浄剤のご提案です。
　ＡＨＰの殺菌・殺ウィルス効果は米国保険社会福祉省所管の感染症対策の総合研究所である疾
病管理予防センター（ＣＤＣ）にて公的に実証されました。（2008年ＣＤＣガイドライン）

　・１本で洗浄・除菌・ウィルス除去が同時に行なえ、二次汚染対策に役立ちます。
　◦界面活性剤と溶剤をバランスよく配合し、高い洗浄効果を実現しました。
　◦ ４段階希釈ダイヤルで簡単に正しい希釈液を作れるユニークな「自動一体型ボトル」により作業の

標準化が可能です。（別売ホースキット必要）
　◦ 環境ホルモン物質、ＰＲＴＲ法指定物質、シックハウス症候群疑惑物質を原料として使用していません。
　・ＥＰＡ（米国環境保護庁）にて米国では殺菌剤として認可取得を受けた製品です。
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ノーリス株式会社

HPアドレス　http://www.norris.co.jp
E - m a i l	 welcome@norris.co.jp
連　絡　先　　〒540︲0005　大阪市中央区上町1―25―11
　　　　　　　TEL：06︲6767︲2288　FAX：06︲6767︲2289

「グラスアップ（リニューアル）」

　指紋や汚れが付きにくくなるコーティング剤が入ったクリーナーとして高い評価を頂

戴している「グラスアップ」ですが、この度リニューアルをさせて頂く事となりました。

以前よりお客様から「金属素材に対しての洗浄力が弱い」等、お声があがっておりまし

たが、今回のリニューアルではそのお声の高かった洗浄力をアップさせました。（商品

仕様はそのままです）リニューアルした「グラスアップ」を是非、お試し下さい。

　この「グラスアップ」を再度ご紹介させて頂きますと…通常のガラスクリーナーと同

様に噴霧してタオルで拭き取るだけで施工が出来ます。

　様々な素材に使用できる、洗浄効果がある、コーティング効果がある、帯電防止効果

がある、艶出し効果がある。（床面でのご使用はお止め下さい。またこの商品は、曇り

止め効果・撥水効果はありません）

使用例

　 　出入り口のガラス、ショーケース、エレベーターのパネル周り、手すりなど。用途

は様々です

グラスアップ

　300ml、１L（200mlスプレー容器付き）、４L、18L

  グラスアップ

　300ml、４L仕様
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超濃縮クリーナー　オレンジ1000

ペンギンワックス株式会社　大阪支店

HPアドレス	 http://www.penguinwax.co.jp
連　絡　先　　〒537︲0021　大阪市東成区東中本3‒10―14
　　　　　　　TEL：06︲6973︲9131　FAX：06︲6976︲1456

１．高濃縮タイプで経済的
　　　▪ 界面活性剤の配合バランスを調整し、合わせて分散イオン・オレンジを配合して、高濃

度化と洗浄力の強化を実現しました。
　　　▪一般中性洗剤（18L）と比較して、原液使用量は約１／10です。
　　　▪ストック時の保管スペースを軽減でき、さらに持ち運びにも便利です。

２．安全・安心の中性タイプ
　　　▪生分解性に優れる天然系界面活性剤を主成分としています。
　　　▪環境ホルモンフリー・PRTR非該当です。

３．多目的使用が可能
　　　▪ 目的に応じた希釈倍率のコントロールで、床の表面洗浄から日常清掃まで様々な用途に

ご使用いただけます。

　　持ちやすくて便利なドーナツボトルに入った新製品の超濃縮クリーナー
　　「オレンジ1000」をぜひ一度お試し下さい！

≒
オレンジ1000
2.5 本（２Ｌ）

一般中性洗剤
１缶（18Ｌ）

低分子界面活性剤とオレンジオイルが汚れにすばやく浸透�
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株式会社リンレイ　大阪支店

HPアドレス	 http://www.rinrei.co.jp
連　絡　先　　〒532︲0005　大阪市淀川区三国本町２丁目１番10号
　　　　　　　TEL：06︲6394︲4571　FAX：06︲6394︲4579

お問い合わせ先
株式会社リンレイ 大阪支店
５３２－０００５ 大阪市淀川区三国本町２－１－１０
ＴＥＬ ０６－６３９４－４５７１ ＦＡＸ０６－６３９４－４５７９
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株式会社ＹＯＯコーポレーション

HPアドレス	 http://www.ecokimera.com　　http://www.y-o-o.jp
連　絡　先　　〒583︲0008　大阪府藤井寺市大井 1‒4―57
　　　　　　　TEL：072︲931︲7760　FAX：072︲931︲7763



本年もよろしくお願い申し上げます



編 集 後 記

　「ＯＢＭこみゅにけ～しょんず」の新春号をお届けします。

寒往則暑来　　　　（かんゆけばすなわちしょきたり）
暑往則寒来　　　　（しょゆけばすなわちかんきたり）
寒暑相推而歳成焉　（かんしょあいおしてとしなる）

　2011年の新年を迎えました。あの猛暑が嘘のような厳寒の冬がやってきました。新年を
迎えるには、寒さが厳しいほど身が引き締まります。季節は暦どおりにめぐります。自然
の大きさを感じます。人間がしていることは自然の掌で飛び回っているに過ぎないような
気がします。

　景気は底を打ったような、「あるいは」と期待を持たせた時期もありましたが、またまた
底冷えがしてきそうな予感があります。エコ減税などのカンフル注射で一時的には潤った
業界もあるようですが、われわれビルメン業界に景気の良い話は聞こえてきません。関西
全体を見ても大阪府と市の行政をめぐるニュースの発信は多くなりましたが、経済が浮揚
するような景気の良い情報はあまり見かけません。

　よしっ、それなら小誌で「元気を出そうぜ、大阪！」とハッパをかけてみよう、と今回
の企画になりました。「大阪を盛り上げる未来予想図」の特集です。不景気だといいながら
町を歩けば、あちらこちらで建設工事のクレーンが天に伸びています。さながら再開発ラッ
シュといった感じです。「大阪の玄関口」が生まれ変わります。ターミナル拠点の「大阪ス
テーションシティ」のドーム屋根も見えてきました。「大阪の南の玄関口」といわれるアベ
ノ・天王寺も新しくなります。文化・情報の発信基地ともいわれる中之島にも「中之島フェ
スティバルタワー」が出現します。関西空港もアジアに近い利点を生かした世界への玄関
口として活躍が期待されています。多くの観光客が大阪を訪れることにより、ホテル業界
もさまざまな取り組みを行っています。

　器だけでなくソフトの面でも頑張っています。大阪府が進める「大阪ミュージアム構想」
のキーワードは「明るく」「楽しく」「わくわく」する街です。ひょっとすると不景気風を
吹き飛ばせそうな感じになってきます。「そうだ、大阪には庶民のエネルギーがあったはず
だ」。そんな元気・勇気・やる気をこの企画から届けられれば幸せです。

　新しい年が皆様にとりまして幸多い年でありますようにお祈りいたします。

広 報 委 員 会　　　　　　　
担当副会長　　三橋　一夫
委　員　長　　佐々木洋信
副 委 員 長　　内藤　修平
委　　　員　　梶山　孝清

松田　敏樹
中路　富夫
巽　　一雅
杉本　伸司
梛木　良浩
仙度　清勝
三橋　源一

　　中村　　誠


